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広報 よろしくお願いします！

【高畠町ホームページ】  http://www.town.takahata.yamagata.jp

2008
平成20年

No.883

《主な内容》
◎平成 20年度施政方針と予算
◎文芸年間賞の発表
◎余熱利用施設建設のあらまし
◎町職員の人事異動
◎集中改革プランの進捗状況と
　見直し
 

　４月７日㈪、町内の小学校で入学式が行われました。
　亀岡小学校には今年、13 人の１年生が入学。うきうき・そ
わそわ、少し緊張した様子でしたが、校長先生と「元気なあ
いさつ・返事をしましょう」「自分のことは自分でしましょう」
２つの約束をしました。

人　

口

計 26,260人
男 12,720人
女 13,540人

世帯数 7,481世帯

（４月１日現在）
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平成 20年度　施政方針

　

平
成
19
年
７
月
に「
高
畠
町
学
校
経
営
計

画
策
定
検
討
委
員
会
」
よ
り
提
出
報
告
を
受

け
た
、
小
中
学
校
の
再
編
統
合
に
つ
い
て
具

体
的
な
検
討
を
実
施
し
ま
す
。

　

中
学
校
の
給
食
に
つ
い
て
は
、
地
産
地
消

に
よ
る
手
作
り
給
食
を「
親
子
方
式
」
に
よ

る
実
施
方
法
と
小
中
学
校
再
編
統
合
を
視
野

に
入
れ
た「
セ
ン
タ
ー
方
式
」
も
検
討
に
加

え
、
平
成
20
年
度
中
に
調
査
を
行
い
、
中
学

校
給
食
の
実
現
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

１
、小
中
学
校
の
再
編
統
合
と

　
　
　
　

 

中
学
校
給
食
の
実
現

重
点
的
に
取
り
組
む
事
業

２
、公
立
高
畠
病
院
の
経
営
改
善

　

持
続
可
能
な
病
院
経
営
の
実
現
に
は
、
経

営
基
盤
の
確
立
が
最
大
の
課
題
で
す
。
一
層

の
経
費
削
減
と
医
業
収
益
の
増
収
策
に
取
り

組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

常
勤
医
の
確
保
、
質
の
高
い
療
養
病
棟
、

国
保
直
診
病
院
と
し
て
の
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
、
地
域
包
括
ケ
ア
体
制
の
再

構
築
な
ど
、「
地
域
に
根
ざ
し
た
医
療
の
提

供
」
を
使
命
と
す
る
地
域
医
療
の
中
核
施
設

と
し
て
、
今
後
と
も
町
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る

病
院
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

３
、健
康
増
進
・
疾
病
予
防
事
業
の

　
　
　

充
実
に
よ
る
保
険
給
付
費
の
適
正
化

　

健
康
で
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
に
は
、
健
康
寿
命
の
延
伸
と
生
活
の
質
の

向
上
を
目
指
し
た
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期

治
療
と
と
も
に
生
活
習
慣
の
見
直
し
や
改
善

が
不
可
欠
で
す
。

　

平
成
18
年
度
に
策
定
し
た
高
畠
町
健
康
増

進
計
画
「
げ
ん
き
高
畠
21
」
に
基
づ
く
、
町

民
の
健
康
づ
く
り
支
援
の
た
め
の
環
境
整
備

を
進
め
ま
す
。
特
に
、
医
療
保
険
者
の
責
務

と
し
て
取
り
組
む
「
特
定
健
康
診
査
・
特
定

保
健
指
導
」を
踏
ま
え
た
事
業
に
取
り
組
み
、

医
療
費
の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

４
、斎
場
の
改
修

　

人
生
の
終
焉
施
設
の
円
滑
な
運
転
の
た

め
、
火
葬
炉
本
体
の
大
規
模
な
改
修
及
び
付

属
施
設
の
更
新
を
実
施
し
ま
す
。

５
、安
全
安
心
な
農
産
物
の

　
　
　
　
　

生
産
体
制
の
確
立

 

安
全
安
心
な
農
産
物
の
生
産
と
、
低
迷
し

て
い
る
農
業
の
活
性
化
を
盛
り
込
ん
だ「（
仮

称
）た
か
は
た
食
と
農
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」

を
制
定
し
、
行
政
・
生
産
者
・
消
費
者
が
一

体
と
な
っ
た
新
た
な
農
業
振
興
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

６
、子
育
て
支
援
等
に
よ
る
少
子
化
対
策

子
育
て
支
援
体
制
の
充
実
に
つ
い
て
は
、
保

護
者
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
保
育
園
・

幼
稚
園
等
に
３
人
以
上
入
園
し
て
い
る
場
合

は
、
３
人
目
以
降
の
保
育
料
を
無
料
と
し
ま

す
。

　

幼
児
施
設
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
多
様
化

す
る
保
護
者
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、
延
長

保
育
や
一
時
保
育
、
休
日
保
育
な
ど
を
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
２
年
目
と
な
る
「
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
」
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
及
び
フ

ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
を
核
と

し
て
、
子
育
て
不
安
の
軽
減
を
図
る
た
め
の

相
談
・
指
導
・
助
言
を
行
う
ほ
か
、
保
護
者

間
の
交
流
の
促
進
や
子
育
て
に
対
す
る
サ
ポ

ー
ト
を
行
い
ま
す
。

　

少
子
化
対
策
に
つ
い
て
は
、
妊
娠
中
の
健

　

高
齢
者
世
帯
と
現
役
世
代
の
負
担
の
明
確

化
と
公
平
で
わ
か
り
や
す
い
制
度
と
す
る
観

点
か
ら
、
75
歳
以
上
の
後
期
高
齢
者
に
つ
い

て
は
、
そ
の
心
身
の
特
性
等
を
ふ
ま
え
た
独

立
し
た
医
療
制
度「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

　

県
内
全
て
の
市
町
村
が
参
加
し
て
「
山
形

県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」を
設
立
し
、

保
険
料
の
平
準
化
と
医
療
費
の
適
正
化
を
図

る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
か
ら
の
新
制
度
移
行

の
円
滑
な
実
施
に
万
全
を
期
し
、
高
齢
者
が

安
心
し
て
医
療
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
体
制

の
整
備
に
努
め
ま
す
。

８
、地
球
に
や
さ
し
い
持
続
可
能
な

　
　
　
　
　
　

地
域
社
会
の
構
築

　

２
年
目
を
迎
え
る「
や
ま
が
た
緑
環
境
税
」

に
つ
い
て
は
、
有
効
活
用
と
各
地
区
の
特
徴

を
活
か
し
た
具
体
的
な
森
林
資
源
の
保
全
や

育
成
の
あ
り
方
を
示
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
14
年
度
に
取
得
し
た
環
境
I
S
O

１
４
０
０
１
に
つ
い
て
は
、「
自
己
適
合
宣

言
」
で
き
る
レ
ベ
ル
に
達
し
た
も
の
と
判
断

７
、後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
　
　

円
滑
な
実
施

診
費
用
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
安
心
し
て
産

み
・
育
て
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
妊
婦
健
康

診
査
費
用
の
町
負
担
を
従
来
の
２
回
か
ら
５

回
に
増
や
し
ま
す
。

▲子どもセンター

 2008.4   3 22

人
が
輝
き

人
が
輝
き

　
誇
れ
る
ま
ち
で

誇
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

あ
り
続
け
る
た
め
に

町
民
と
行
政
が
協
働
し
な
が
ら

町
民
と
行
政
が
協
働
し
な
が
ら

　

活
力
の
あ
る
ま
ほ
ろ
ば
の

　

活
力
の
あ
る
ま
ほ
ろ
ば
の
里
づ
く
り

里
づ
く
り

～　成果を検証する基本年度　～～　成果を検証する基本年度　～

『活力ある地域経済の実現』『活力ある地域経済の実現』

『町民から信頼される行政経営の実現』『町民から信頼される行政経営の実現』

『町民主体のまちづくりの推進』『町民主体のまちづくりの推進』

今年度の町政運営の基本方針今年度の町政運営の基本方針

平成平成2020年度の施政方針年度の施政方針

『活力ある地域経済の実現』

『町民から信頼される行政運営の実現』
　行政課題に的確に対応し、問題の先送り、長期化を避け、迅速　行政課題に的確に対応し、問題の先送り、長期化を避け、迅速

な対応を重視し取り組みます。な対応を重視し取り組みます。

１、 「第４次高畠町総合計画」を総括し、新総合計画を策定します。１、 「第４次高畠町総合計画」を総括し、新総合計画を策定します。

２、高畠町集中改革プランに基づき、行財政改革を着実に実行し２、高畠町集中改革プランに基づき、行財政改革を着実に実行し

　　ます。実施状況を検証し、改革の状況を公開します。　　ます。実施状況を検証し、改革の状況を公開します。

３、町民ニーズに対応し、行政課題を先送りしないスピード感の３、町民ニーズに対応し、行政課題を先送りしないスピード感の

　　ある組織体制へと見直しを行います。　　ある組織体制へと見直しを行います。

４、業務の効率化とスリム化を図るため、事務事業評価の充実と４、業務の効率化とスリム化を図るため、事務事業評価の充実と

　　外部評価の導入を目指します。　　外部評価の導入を目指します。

　たかはたブランドの確立と町内経済の活性化を図る取り組みを　たかはたブランドの確立と町内経済の活性化を図る取り組みを

実施します。実施します。

１、たかはたブランドの確立と販売促進を図り、その波及効果を１、たかはたブランドの確立と販売促進を図り、その波及効果を

　　他の業種へと広めます。　　他の業種へと広めます。

２、地元の農産物、加工食品、機械工業品などの地産地消を図り２、地元の農産物、加工食品、機械工業品などの地産地消を図り

　　ます。　　ます。

３、企業誘致及び居住・交流人口の増加を図ります。３、企業誘致及び居住・交流人口の増加を図ります。

４、本町の活力ある情報を内外に発信します。４、本町の活力ある情報を内外に発信します。

平成20年度の施政方針

人
が
輝
き

　
誇
れ
る
ま
ち
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

町
民
と
行
政
が
協
働
し
な
が
ら

　

活
力
の
あ
る
ま
ほ
ろ
ば
の
里
づ
く
り

『町民主体のまちづくりの推進』
　力強く特色ある地域づくりが活力ある町の基本と考えます。町　力強く特色ある地域づくりが活力ある町の基本と考えます。町

民との協働のまちづくりを推進し、情報提供と情報公開に努めま民との協働のまちづくりを推進し、情報提供と情報公開に努めま

す。す。

１、町民と行政とが協働して特色ある地区づくりを進めます。１、町民と行政とが協働して特色ある地区づくりを進めます。

２、公立高畠病院の経営改善を実行し、信頼される地域医療体制２、公立高畠病院の経営改善を実行し、信頼される地域医療体制

　　を確保します。　　を確保します。

３、町民目線に立った、わかりやすい丁寧な情報提供を行うととも３、町民目線に立った、わかりやすい丁寧な情報提供を行うととも

　　に、町民の声を取り入れ、町民主体のまちづくりを進めます。　　に、町民の声を取り入れ、町民主体のまちづくりを進めます。

今年度の町政運営の基本方針

　３月５日から 25 日まで開催された３月定例町議会で、　３月５日から 25 日まで開催された３月定例町議会で、
寒河江町長は「平成20年度施政方針」を説明いたしました。寒河江町長は「平成20年度施政方針」を説明いたしました。
　これらの施政方針の要旨を掲載します。　これらの施政方針の要旨を掲載します。

　　３月５日から 25 日まで開催された３月定例町議会で、
寒河江町長は「平成20年度施政方針」を説明いたしました。
　これらの施政方針の要旨を掲載します。
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平成 20年度　施政方針

■
学
校
教
育
■

　

基
礎
・
基
本
の
習
得
と
社
会
の
変
化
に
対

応
で
き
る
教
育
を
進
め
、
子
ど
も
達
が
健

や
か
に
成
長
で
き
る
教
育
環
境
を
整
備
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
推
進
し
て
き
た「
地
域
に
開
か

れ
た
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
引
き
続

き
地
域
の
教
育
素
材
や
人
材
の
活
用
、
食

農
教
育
を
は
じ
め
と
す
る
体
験
学
習
の
充

実
、
学
校
安
全
の
推
進
、
家
庭
や
地
域
と

連
携
し
た
教
育
、
さ
ら
に
は
、
国
際
化
・
情

報
化
社
会
に
対
応
し
た
教
育
や
環
境
教
育

等
、
個
性
や
感
性
を
育
み
豊
か
な
心
を
育

て
る
特
色
あ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

未
来
を
切
り
開
い
て
い
く
児
童
生
徒
が

将
来
に
わ
た
っ
て
学
び
続
け
る
た
め
の
基

礎
を
培
っ
て
い
け
る
よ
う「
ま
ち
づ
く
り

は
、
人
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、
学
校
、

家
庭
、
地
域
の
連
携
を
一
層
強
化
し
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
社
会
教
育
■

　

真
に
地
域
の
方
々
が
住
み
続
け
た
く
な

る
よ
う
、
地
域
づ
く
り
活
動
を
進
め
る
拠

点
で
あ
る
地
区
公
民
館
の
一
層
の
強
化
を

図
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く
り
の
指
針
と

な
る「
地
区
づ
く
り
計
画
」
の
達
成
に
向
け
、

地
域
の
方
々
と
協
働
で
取
り
組
み
ま
す
。

　

放
課
後
に
お
け
る
子
ど
も
の
安
全
で
健
や

か
な
活
動
場
所
を
確
保
し
、
総
合
的
な
放
課

後
対
策
事
業
と
し
て
取
り
組
ん
で
い
る「
放

課
後
子
ど
も
教
室
」
に
つ
い
て
は
、
学
童
保

育
を
実
施
し
て
い
な
い
校
区
を
含
め
て
全
地

区
を
対
象
に
事
業
の
推
進
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

■
交
通
安
全
教
室
■

　

幼
児
・
児
童
・
生
徒
を
交
通
事
故
か
ら
守

る
た
め
、
幼
児
に
対
し
て
は
、
各
幼
児
施
設

の「
か
も
し
か
ク
ラ
ブ
」
を
通
じ
て
５
月
か

ら
翌
年
２
月
ま
で
毎
月
１
回
、
小
中
学
校
に

対
し
て
は
、
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
等
に

つ
い
て
、
町
交
通
安
全
専
門
指
導
員
に
よ
る

交
通
安
全
教
育
を
実
施
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
と
健
康
体
力
づ
く
り
■

　

既
存
施
設
の
有
効
活
用
と
体
育
関
係
団
体

や
行
政
各
機
関
等
と
の
連
携
を
強
化
し
、
身

近
に
取
り
組
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
町

民
一
人
１
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を
図
り
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
余

熱
利
用
施
設
の
完
成
を
考
慮
し
な
が
ら
、
町

民
の
皆
様
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
建
物
の

有
効
利
用
を
検
討
い
た
し
ま
す
。

■
交
流
事
業
■

　

地
域
の
支
え
合
い
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

機
能
の
低
下
が
懸
念
さ
れ
、
地
域
や
各
団
体

で
の
人
材
育
成
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
人
材
育
成
基
金
を
活
用
し
て
、
新
た

に
青
年
層
を
対
象
と
し
た
人
材
養
成
事
業
を

行
い
、
異
業
種
間
の
交
流
と
若
い
世
代
の
地

域
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

都
市
と
農
村
の
交
流
促
進
に
つ
い
て
は
、

き
誇
れ
る
ま
ち
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
に

は
、
財
政
運
営
の
見
直
し
と
と
も
に
、
効
率

的
な
行
政
組
織
体
制
と
人
材
の
育
成
が
必
要

で
す
。

　

町
長
就
任
以
来
、
町
が
抱
え
る
行
政
課
題

を
先
送
り
せ
ず
、
早
期
に
解
決
す
る
方
針
で

臨
ん
で
き
ま
し
た
。
町
民
の
要
望
に
応
え
る

新
し
い
施
策
づ
く
り
と
そ
の
実
行
こ
そ
が
町

民
の
期
待
で
あ
る
と
認
識
し
、
次
の
４
点
を

重
点
に
行
政
組
織
の
改
編
に
取
り
組
み
ま

す
。

■
選
択
と
集
中
■

　

重
点
施
策
及
び
事
務
事
業
の
整
理
統
合
を

行
い
、
町
民
の
利
便
性
に
も
配
慮
し
た
効
率

的
で
機
動
性
の
あ
る
組
織
体
制
づ
く
り
を
継

続
し
て
進
め
ま
す
。

■
人
材
育
成
■　

　

山
形
県
東
京
事
務
所
、
山
形
県
市
町
村
職

員
研
修
所
、
後
期
高
齢
者
広
域
連
合
へ
の
職

員
派
遣
を
本
年
度
も
継
続
い
た
し
ま
す
。
特

に
、
県
東
京
事
務
所
へ
の
派
遣
を
通
じ
て
、

当
町
物
産
の
販
路
拡
大
や
企
業
誘
致
等
の
情

報
収
集
に
努
め
、
本
町
経
済
の
活
性
化
に
つ

な
げ
ま
す
。
ま
た
、
山
形
県
と
の
人
事
交
流

を
引
き
続
き
行
い
、
新
た
に
横
浜
市
と
の
人

事
交
流
を
進
め
ま
す
。

■
管
理
職
級
の
主
幹
配
置
継
続
■

　

農
業
の
活
性
化
、
病
院
の
経
営
改
善
な
ど

の
重
要
施
策
の
実
現
や
課
題
解
決
に
向
け
主

幹
を
配
置
し
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

■
置
賜
地
域
の
消
防
広
域
化
■　

　

山
形
県
消
防
広
域
化
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
置
賜
地
域
の
消
防
広
域
化
に
つ
い
て
も

具
体
的
に
検
討
し
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
全
体
が
大
き
な
転
換
期
を
迎

え
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、
当
町
が
「
人
が
輝

②
【
教
育
と
交
流
、

　
　
　
　
　
　

文
化
の
振
興
】

③
【
行
政
の
積
極
的
な

　
　
　
　
　
　
　

経
営
改
革
】

昨
年
６
月
の
高
畠
町
議
会
か
ら
の
政
策
提
言

を
踏
ま
え
、
今
ま
で
進
め
て
き
た
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
と
併
せ
た
農
家
民
宿
の
可
能
性

を
調
査
研
究
し
、
地
域
の
活
性
化
に
結
び
つ

く
よ
う
支
援
し
ま
す
。

■
文
化
の
振
興
■

　

平
成
18
年
度
よ
り
、
文
化
ホ
ー
ル
及
び
浜

田
広
介
記
念
館
の
運
営
管
理
に
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
、
効
率
化
や
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
芸
術
・
文
化
鑑
賞
、

創
作
活
動
や
体
験
学
習
等
各
種
講
座
を
提
供

し
な
が
ら
、
町
民
自
ら
が
参
加
実
践
す
る
芸

術
、
文
化
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
引
き
続
き
統
合
事

業
の
推
進
と
老
朽
管
更
新
事
業
を
促
進
し
、

有
収
率
の
向
上
と
効
率
的
な
維
持
管
理
を
行

い
、
安
全
な
水
を
安
定
的
に
供
給
い
た
し
ま

す
。

▲まほろば講座
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り
、
県
・
置
賜
及
び
町
雇
用
対
策
協
議
会
や

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
関
係
機
関
と
連
携
し
、

雇
用
の
確
保
・
定
着
及
び
創
出
に
努
め
ま
す
。

■
商
業
の
振
興
■

　

商
工
会
が
実
施
す
る
事
業
と
の
連
携
を
図

り
、
中
心
商
店
街
が
本
来
持
つ
役
割
を
再
認

識
し
、
子
育
て
世
代
や
高
齢
者
の
交
流
の
場

な
ど
新
た
な
視
点
に
立
っ
た
商
店
街
づ
く
り

を
目
指
し
ま
す
。

■
観
光
の
振
興
■

　

町
観
光
協
会
や
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図

り
、
多
様
化
す
る
観
光
ニ
ー
ズ
に
対
応
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｒ
や
県
と
と
も
に
、「
や

ま
が
た
花
回
廊
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
や
「
国
道

１
１
３
号
み
ち
の
く
お
と
ぎ
街
道
」
の
広
域

観
光
や
体
験
交
流
型
観
光
を
推
進
し
、
交
流

人
口
や
観
光
客
の
増
加
を
図
り
ま
す
。

■
農
業
の
振
興
■

　

米
消
費
量
の
減
少
は
今
後
も
続
く
と
予
想

さ
れ
、「
生
産
過
剰
が
続
け
ば
米
価
下
落
は

必
死
」
で
、
過
剰
作
付
け
の
解
消
を
図
る
た

め
、
①
産
地
づ
く
り
交
付
金
シ
ス
テ
ム
の
周

知
②
自
給
率
の
低
い
穀
物
（
大
豆
、麦
な
ど
）

生
産
へ
の
誘
導
③
生
産
調
整
に
参
加
さ
れ
な

い
方
々
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
等
に
つ
い
て
、
全

農
家
対
象
の
説
明
会
を
開
催
し
、
協
力
を
要

請
し
て
い
き
ま
す
。

　

耕
作
放
棄
地
の
解
消
の
た
め
農
山
漁
村
活

性
化
法
に
よ
る
支
援
交
付
金
の
活
用
を
計
画

し
ま
す
。

■
東
部
有
機
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
■

　

新
た
に
設
立
さ
れ
た
利
用
者
協
議
会
を
中

核
と
し
て
、
酪
農
家
自
ら
が
堆
肥
製
造
を
行

う
体
制
を
支
援
し
、
本
格
稼
働
に
向
け
た
条

件
整
備
を
進
め
ま
す
。

■
投
資
的
事
業
■

　

引
き
続
き
公
共
事
業
凍
結
の
一
部
を
解
除

し
、
町
道
の
新
設
改
良
事
業
を
効
率
的
に
実

施
し
ま
す
。
地
域
間
交
流
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構

築
の
重
要
性
を
訴
え
な
が
ら
東
北
中
央
自
動

車
道
や
新
潟
山
形
南
部
連
絡
道
路
を
始
め
、

国
道
、
県
道
の
整
備
促
進
及
び
交
通
安
全
施

設
の
整
備
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
と
の
連
携

を
図
り
実
現
に
向
け
努
力
し
ま
す
。

　

生
活
排
水
に
つ
い
て
は
、
公
共
下
水
道
、

農
業
集
落
排
水
、
合
併
処
理
浄
化
槽
で
の
整

備
を
図
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
と

も
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
改
善
を

目
標
に
普
及
率
の
向
上
に
努
力
し
ま
す
。

　

地
域
経
済
を
取
り
巻
く
状
況
は
大
変
厳
し

く
、
都
市
と
地
方
の
格
差
は
広
が
っ
て
い
ま

す
。

　

中
小
企
業
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
経
営
支

援
施
策
や
地
元
既
存
産
業
の
強
化
策
を
商
工

会
や
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
推
進
し
ま

す
。

■
「
食
の
感
性
の
豊
か
さ
」
の
普
及
啓
発
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　

地
域
経
済
活
性
化
■

　
「
た
か
は
た
ブ
ラ
ン
ド
」
が
勢
揃
い
し
ま

し
た
、
こ
の
認
証
商
品
を
筆
頭
に
他
の
商
品

を
含
め
、
購
入
者
の
感
性
に
訴
え
る
よ
う
な

独
自
の
販
売
戦
略
に
よ
り
、
本
町
の
強
み
で

あ
る「
食
の
感
性
の
豊
か
さ
」
の
普
及
啓
発
、

地
域
経
済
活
性
化
の
大
き
な
原
動
力
と
し
ま

す
。

　

農
産
物
な
ど
新
た
な
認
証
対
象
商
品
の
拡

充
や
認
証
商
品
の
掘
り
起
こ
し
を
進
め
、
町

内
の
モ
ノ
・
技
術
の
提
携
や
新
商
品
の
協
同

開
発
な
ど
、
産
業
間
や
農
商
工
連
携
を
進
め

な
が
ら
、
新
た
な
付
加
価
値
の
創
造
が
図
ら

れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

事
業
者
の
異
業
種
間
・
同
業
種
間
交
流
に

よ
り
、
地
域
経
済
の
活
性
化
、
製
品
開
発
や

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
な
ど
の
事
業
展
開
に
向
け

て
努
め
て
い
き
ま
す
。

■
企
業
誘
致
■

　

県
東
京
事
務
所
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
機

関
と
の
連
携
と
情
報
収
集
の
ほ
か
、
企
業
訪

問
時
に
お
け
る
関
連
会
社
へ
の
働
き
か
け
な

ど
、
効
果
的
な
誘
致
活
動
を
進
め
ま
す
。

■
雇
用
対
策
■

　

雇
用
関
係
助
成
制
度
の
有
効
な
活
用
を
図

①
【
地
域
経
済
の
活
性
化
】

重
点
的
に
取
り
組
む
施
策

▲たかはたブランド認証商品
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し
、
今
後
も
、
さ
ら
に
環
境
保
全
活
動
の
向

上
を
目
指
し
、
町
自
ら
温
室
効
果
ガ
ス
の
削

減
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
の
推
進
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
抑
制
の

た
め
の
総
括
的
か
つ
計
画
的
な
施
策
を
策
定

す
る
、
地
域
推
進
計
画
及
び
実
行
計
画
の
策

定
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
地
球
温
暖

化
防
止
や
バ
イ
オ
マ
ス
の
利
活
用
も
図
れ
る

「
バ
イ
オ
マ
ス
タ
ウ
ン
構
想
」
の
策
定
に
向

け
検
討
し
ま
す
。

　

家
庭
や
事
業
所
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご
み

の
堆
肥
化
や
資
源
化
な
ど
、
ご
み
減
量
化
対

策
の
全
町
的
取
り
組
み
に
よ
る
環
境
づ
く
り

と
ご
み
処
理
負
担
金
の
軽
減
策
の
実
施
に
努

め
ま
す
。

　

環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
や
た
か
は

た
環
境
塾
な
ど
を
通
じ
て
、「
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
が
で
き
る
町
民
」
の
育
成
に
努
め

る
と
と
も
に
、
小
中
学
校
で
行
っ
て
い
る
環

境
学
習
を
支
援
し
、
児
童
・
生
徒
及
び
家
庭

や
地
域
に
も
そ
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

2008.4   
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詩

川　

柳

車
座
に
な
っ
て
和
や
か
花
見
宴

「
車
」　
　
　

一
本
柳　

金

子

静

香

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

待
望
の
春
が
や
っ
て
来
た
。
梅
も

一
緒
に
咲
く
の
も
ま
ほ
ろ
ば
の
里
高

畠
だ
。
車
座
に
な
っ
て
和
や
か
に
桜

の
花
見
宴
。
酒
も
よ
し
ビ
ー
ル
も
ま

た
よ
し
。
飲
み
物
食
べ
物
な
ん
で
も

桜
の
下
で
の
宴
会
は
格
別
だ
。
花
ぐ

も
り
で
気
温
も
丁
度
よ
く
、
早
咲
き

の
は
な
び
ら（
花
弁
）も
グ
ラ
ス
に
落

ち
て
浮
か
ん
だ
り
、
音
痴
の
歌
も
良

く
聞
い
て
く
れ
た
り
、
毎
年
一
家
の

行
事
、「
人
生
平
和
」
は
一
番
だ
。

　

ま
た
、
車
座
の
花
見
の
良
い
場
所

を
前
も
っ
て
下
見
し
て
、
厚
め
の
ビ

ニ
ー
ル
シ
ー
ト
を
敷
い
て
取
っ
て
お

く
所
も
あ
る
と
か
。
待
ち
こ
が
れ
た

花
見
宴
会
で
充
電
す
る
こ
と
も
意
義

が
あ
る
の
で
は
。
作
句
者
は
高
齢
で

ベ
テ
ラ
ン
。
分
か
り
や
す
く
、
若
さ

が
あ
り
最
高
賞
に
選
び
ま
し
た
。

　

佳　

作

ま
ほ
ろ
ば
は
人
情
厚
き
ユ
ー
ト
ピ
ア

「
情
」　
　
　

深　

沼　

武
田
勢
津
子

　

ま
ほ
ろ
ば
高
畠
は
人
と
し
て
の
や

さ
し
さ
や
、
あ
た
た
か
さ
、
理
想
郷

で
も
あ
り
ま
す
。
近
く
に
１
万
２
千

年
前
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
、
日

向
洞
窟
遺
跡
住
居
が
有
名
で
、
天
災

の
少
な
い
所
で
す
。
作
句
者
は
高
齢

で
、
よ
く
川
柳
を
研
鑽
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

好
き
な
曲
聞
い
て
和
ん
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

「
曲
」　
　
　

桜
木
町　

遠

藤

和

子

　

ヒ
ッ
ト
す
る
曲
は
ど
こ
と
な
く
好

き
に
な
り
、元
気
が
出
る
も
の
で
す
。

作
詞
作
曲
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
歌

詞
も
覚
え
や
す
い
も
の
で
す
。
思
わ

　

「
向
日
葵
」

安
久
津　

吉

野　

寛（
８
月
）

太
陽
が
眩
し
い

夏
の
日
盛
り

躍
動
が
始
ま
る

乙
女
は
花
開
き

青
春
の
息
吹
を

恥
じ
ら
い
も
な
く

撤
き
散
ら
す

花
び
ら
は
陽
に
向
か
い

首
を
く
ね
ら
す

よ
り
光
の
あ
る
方
へ

乙
女
は
飛
び
跳
ね
る

燃
え
る
黄
色
の
花
畑
を

何
の
躊た

め

ら躇
い
も
な
く

何
時
か
は
環か

え

る
で
あ
ろ
う

大
地
の
懐
も

今
は
夢
の
外

光
り
輝
く

青
春
の
賛
歌
に
は

過
去
の
時
間
は
な
い

ひ
ま
わ
り
と
乙
女
は

今
日
も
太
陽
と
在
る

ず
歌
い
出
し
ま
す
も
の
ね
。
作
句
も

良
い
。

先
輩
の
指
導
身
に
付
き
心
技
体

「
導
」　
　
　

亀　

岡　

齊

藤

坂

夫

　

精
神
面
と
技
能
面
。
精
神
力
と
技

能
力
＝
一
体
と
な
っ
て
人
生
を
闊
歩

し
た
い
も
の
で
す
。
い
つ
も
の
作
句

に
力
強
さ
が
感
じ
ま
す
。

花
街
道
美
化
の
花
壇
に
蝶
が
舞
う

「
美
」　
　
　

石　

岡　

川

井

み

よ

　

奉
仕
活
動
の
一
環
と
し
て
美
化
花

壇
の
際
の
作
句
、
感
激
し
ま
し
た
。

絵
に
も
な
り
ま
す
よ
。

原
油
高
取
引
相
場
を
睨
め
つ
け

「
取
」　
　
　

亀　

岡　

山

木

由

美

　

ほ
と
ん
ど
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
現

状
で
、
特
に
最
近
は
異
常
な
状
況
。

ま
っ
た
く
相
場
を
睨
み
つ
け
た
く
な

る
時
事
川
柳
の
ズ
バ
リ
の
作
句
お
見

事
。

橘　
　

朱　

果
・
選

髙　

橋　

勝
柳
子
・
選

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

高
さ
２
ｍ
に
も
達
す
る
向
日
葵
、

直
径
20
㎝
も
の
大
形
の
黄
色
頭
花
を

開
く
。
太
陽
を
追
っ
て
花
が
ま
わ
る

と
い
う
俗
説
か
ら
日
回
り
草
と
も
よ

ぶ（
広
辞
苑
）。

　

奇
数
連
に
向
日
葵
、
偶
数
連
に
乙

女
を
う
た
い
上
げ
、
両
者
の
イ
メ
ー

ジ
を
重
ね
相
互
に
増
幅
し
な
が
ら
、

結
び
の
「
向
日
葵
と
乙
女
は
／
今
日

も
太
陽
と
在
る
」に
収
斂
し
て
い
く
。

巧
み
で
あ
る
。

　
「
太
陽
の
眩
し
い
／
夏
の
日
盛
り
」

に
「
恥
じ
ら
い
も
な
く
」「
何
の
躊

躇
い
も
な
く
」
は
、健
康
そ
の
も
の
。

青
春
時
代
の
陽
の
部
分
を
十
全
に
発

揮
し
て
い
る
。
地
中
海
的
風
土
の
明

る
さ
と
健
康
美
と
が
遺
憾
な
く
表
現

さ
れ
て
い
る
。「
乙
女
は
花
開
き
」「
恥

じ
ら
い
も
な
く
」「
首
を
く
ね
ら
す
」

「
飛
び
跳
ね
る
」
と
い
う
表
現
に
微

妙
に
な
ま
め
い
た
情
緒
と
仄
か
な
エ

ロ
テ
ィ
シ
ズ
ム
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。

　

青
春
時
代
は
ば
ら
色
か
灰
色
か

は
、
人
に
よ
っ
て
若
干
の
差
異
は

あ
っ
て
も
、
そ
の
ど
ち
ら
か
と
い
う

こ
と
は
な
い
。
こ
の
詩
の
よ
う
に
、

ギ
リ
シ
ア
的
な
徹
底
し
て
明
る
い
青

春
を
描
き
な
が
ら
も
、
背
後
に
は
陰

に
あ
た
る
グ
ル
ー
ミ
ィ
な
部
分
が
存

在
す
る
こ
と
も
生
身
の
人
間
で
あ
る

な
ら
ば
否
定
で
き
な
い
。

　

作
者
は
、
す
で
に
３
冊
の
手
造
り

詩
集
を
発
刊
済
み
で
あ
る
が
、
実
は

人
間
の
グ
ル
ー
ミ
ィ
な
側
面
に
拘
泥

し
た
詩
が
大
半
で
あ
る
。そ
の
中
で
、

「
向
日
葵
」
は
き
わ
め
て
稀
な
作
品

で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
に
作
者
の
「
明

る
さ
」
や
「
健
康
美
」
へ
の
強
い
願

望
が
込
め
ら
れ
て
い
る
、
と
言
え
よ

う
。

　

佳　

作

　

「
秋
」馬　

頭　

渡
部
美
代
子（
10
月
）

　
「
お
さ
い
と
焼
き
」

　

筋　
　

里

山（
３
月
）

（
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
で
、作
品
・
評
は
省
略
）

　投稿者のつどいに
　　　　　　参加してみませんか？

　「投稿者のつどい」を６月 15 日㈰に
開催します。受賞者ならびに投稿者には、
後日ご案内いたします。また、これから
投稿してみたい、つどいに興味のある方
など、お気軽にお問い合わせください。
◆問合せ先…町企画課「文芸欄」
　　　　　　☎（52）４４７６まで

最
高
賞

最
高
賞

　　　　一．たがいに学び合い文化を高め、知性のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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短　

歌
最
高
賞

年
重
ね
や
る
こ
と
な
す
こ
と
失
敗
ば

か
り
笑
い
で
支
え
る
夫め

お

と婦
と
な
り
ぬ

弥
生
町　

京

子（
２
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

こ
の
歌
は
、
私
ど
も
に
も
経
験
が

あ
る
が
、
お
互
い
や
る
こ
と
な
す
こ

と
失
敗
ば
か
り
繰
り
返
す
老
年
に
な

っ
て
、
お
互
い
笑
顔
で
支
え
る
こ
と

の
で
き
る
言
う
な
れ
ば
同
志
的
な
本

当
の
夫
婦
に
な
っ
た
と
い
う
、
誠
に

私
ど
も
の
心
を
打
つ
歌
で
は
あ
る
ま

い
か
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

事
と
次
第
で
見
ざ
る
聞
か
ざ
る
言
わ

ざ
る
を
ふ
り
わ
け
暮
ら
す
時
代
の
流

れ
に

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ（
５
月
）

　

ま
あ
嫌
な
世
の
中
に
な
っ
た
も
の

だ
。
三
つ
の〝
ざ
る
〞を
ふ
り
分
け
て

適
当
に
暮
ら
す
。
そ
れ
が
お
と
な
の

分
別
と
い
う
も
の
だ
ろ
う
か
。

玄
関
に
元
気
に
華
や
ぐ
客
の
声
逝
き

し
娘こ

か
と
紛ま

が

い
腰
上
ぐ

二
井
宿　

勿

忘

草（
５
月
）

　

元
気
に
華
や
ぐ
客
の
声
を
聞
い
て

逝
き
し
娘
か
と
思
っ
て
玄
関
に
出
て

み
た
ら
違
っ
て
い
た
。
若
く
し
て
逝

っ
た
娘
へ
の
愛
情
の
念
は
深
い
。

初
物
と
胡
瓜
笑
顔
で
喰は

み
居
り
し
祖

父
の
在
り
し
日
命
日
近
し

石　

岡　

大

志

津（
７
月
）

　

お
じ
い
さ
ん
の
命
日
が
近
く
な
っ

て
、
在
り
し
日
に
初
物
の
胡
瓜
を
食

べ
て
い
る
姿
を
懐
か
し
く
偲
ん
で
い

る
気
持
ち
が
わ
か
る
。
四
句
切
も
よ

い
。

手
術
室
へ
向
か
う
夫
の
枕
辺
に
女
孫

は
そ
っ
と
お
守
り
置
け
り

中
和
田　

佐

藤

敏

子（
９
月
）

　

優
し
い
女
孫
さ
ん
の
気
持
ち
が
、

〝
そ
っ
と
お
守
り
置
け
り
〞に
込
め
ら

れ
て
い
て
、
さ
ぞ
お
ば
あ
さ
ん
を
元

気
付
け
る
こ
と
だ
ろ
う
。

あ
れ
こ
れ
と
日
毎
の
家
事
の
繁
雑
さ

妻
入
院
の
ひ
と
つ
き
長
し

上
和
田　

大

浦

秀

一（
11
月
）

　

こ
れ
も
私
ど
も
も
経
験
す
る
と
お

り
、
料
理
に
洗
濯
な
ど
毎
日
の
家
事

は
沢
山
あ
る
。
本
当
に
奥
さ
ん
の
入

院
の
ひ
と
つ
き
は
長
か
っ
た
こ
と
だ

ろ
う
。

俳　

句

特
攻
も
玉
砕
も
死
語
敗
戦
忌

竹　

森　

酒

井

光

子（
９
月
）

《
選
者
の
こ
と
ば
》

　

敗
戦
か
ら
60
余
年
が
過
ぎ
戦
争
を

知
ら
な
い
世
代
が
多
数
に
な
っ
た
。

　

幸
い
に
憲
法
９
条
に
よ
っ
て
平
和

な
時
代
が
続
い
た
が
油
断
は
な
ら
な

い
。『
戦
争
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て

く
る
』。
戦
争
の
体
験
者
と
し
て
作

者
は
警
告
を
発
し
て
い
る
の
だ
。

　

作
者
は
高
齢
な
が
ら
毎
回
佳
句
を

出
句
し
て
、
文
芸
欄
の
レ
ベ
ル
向
上

に
寄
与
し
て
こ
ら
れ
た
。
こ
の
際
心

よ
り
敬
意
を
表
す
る
。

　

佳　

作　
　
　
　
　
　
　

掲
載
順

Ｖヴ
ィ

の
字
に
伸
び
し
新
芽
に
エ
ー
ル
聞
く

高　

畠　

佐

藤

弘

子（
５
月
）

　

木
々
の
芽
生
え
の
勢
い
を
わ
が
人

生
へ
の
エ
ー
ル
、
応
援
歌
と
受
け
と

め
、
強
く
明
る
く
生
き
よ
う
と
す
る

作
者
の
生
き
ざ
ま
が
表
現
さ
れ
て
い

る
。

蝦が

ま蟇
啼
く
や
闇
の
深
さ
の
ま
つ
り
ご
と

一
本
柳　

佐

藤

幸

子（
７
月
）

　

国
民
の
願
い
か
ら
外
れ
て
行
き
詰

っ
て
い
る
「
ま
つ
り
ご
と
」（
政
治
）

は
ま
さ
に
暗
闇
の
状
態
で
あ
る
。「
ど

こ
か
見
て
な
い
で
、
国
民
の
方
を
見

よ
」
と
蝦
蟇
は
地
底
か
ら
図
太
い
声

で
叫
ぶ
の
だ
。

九
条
の
重
さ
を
思
う
暑
き
日
に

上
和
田　

大

浦

秀

一（
９
月
）

　

敗
戦
の
日
は
も
の
す
ご
く
暑
い
日

で
あ
っ
た
。
甚
大
な
犠
牲
を
強
い
た

無
謀
な
戦
争
の
反
省
に
立
っ
て
、
二

度
と
戦
争
は
し
な
い
と
決
意
し
日
本

国
憲
法
を
定
め
た
。
憲
法
第
９
条
は

今
や
世
界
平
和
の
星
と
し
て
国
内
外

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
。

紅
葉
狩
り
夢
の
中
ま
で
続
き
け
り

飯　

森　

皆

川

京

子（
11
月
）

　

晩
秋
の
山
は
言
語
に
絶
す
る
美
し

さ
で
あ
っ
た
。
そ
の
美
し
さ
に
身
も

心
も
癒
や
さ
れ
た
。
こ
の
句
は
そ
れ

ら
す
べ
て
を
省
略
し
て
、「
夢
の
中

ま
で
続
き
け
り
」
の
措
辞
に
よ
っ
て

読
者
に
自
由
に
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
て
い

る
。
省
略
は
俳
句
の
神
髄
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
屋
根
の
形
に
雪
は
積
む

一
本
柳　

中

手

保

子（
２
月
）

　

こ
の
句
は
、
あ
た
り
ま
え
の
こ
と

を
す
ら
り
と
詠
ん
で
い
る
よ
う
だ
が

文
字
面
だ
け
に
目
を
奪
わ
れ
て
は
な

ら
な
い
。
そ
の
形
象
を
通
し
て
、
人

の
世
の
あ
り
方
、
人
生
の
あ
り
方
を

示
唆
し
て
い
る
の
だ
。
比
喩
は
俳
句

の
重
要
な
表
現
方
法
で
あ
る
。

　

平
成
19
年
度
の
広
報
た
か
は
た
文
芸
欄
に
掲
載
さ
れ
た
作
品
は
俳
句
１
３
７
点
、

短
歌
１
２
３
点
、
川
柳
１
７
３
点
、
詩
26
点
の
合
計
４
５
９
点
で
し
た
。
そ
の
中
か

ら
最
高
賞
と
佳
作
を
選
者
の
方
に
選
定
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
表
彰
式
は
６
月
15

日
㈰
に
開
催
す
る
「
投
稿
者
と
選
者
の
つ
ど
い
」
の
中
で
行
い
ま
す
。

梅　

津　

重　

郎
・
選

沢　

田　

稲　

花
・
選

最
高
賞

　　一．誇りと喜びをもって働き、活力のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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地域防災に尽力

　４月 12 日㈯、春の観光シーズンを前に、レン
タサイクルオープン式が太陽館ふれあい通路前で
開かれ、関係者・利用者による安全祈願の後コブ
シの咲く中、サイクリングが行われました。
　年々、サイクリング、ウォーキングと「まほろ
ばの緑道」を利用する人が増えています。これか
らの新緑の季節、家族そろって出かけてみてはい
かがでしょうか。
◆利用料金／３時間５００円（時間延長３００円）
◆申込み・問合せ先／太陽館☎（57）４１７７

　高畠町と東北電力㈱米沢営業所では、大規模災
害時の協力体制について協定を取り交わし、その
締結式が、３月 19 日㈬役場庁舎にて行われまし
た。
　協定には、①災害情報の共有②施設・設備等の
復旧作業の協力③町災害対策本部への営業所社員
の派遣などがあります。
　また、大規模な停電の際は、役場・消防署・病
院などの拠点施設への電力設備を優先して復旧し
ていただき、町民の生命・安全の確保に迅速に対
処します。

ま ほろばの風を感じよう

　３月 12 日㈬、ひろすけホールで町林業振興協
議会が主催する「豊かな森づくり講演会」が山形
県森林研究研修センター上野満氏を迎え開催され
ました。
　上野氏は「近年発生しているマツ枯れやナラ枯
れ、熊やサルの被害は手入れがされず管理が放棄
され、長期間利用されずに放置された森林が増え
たのが原因。持続的かつ健全な森林をつくるには、
伐採することを恐れずどのような林にするのか更
新方法を考え伐採することが必要」と話していま
した。　

災害時には連携を 森づくりを考えよう

　３月 26 日㈬、町文化ホールにおいて、平成 19
年度消防関係表彰伝達が行われました。
　この表彰は、長年にわたり消防業務に貢献、日々
精練された個人・団体を対象に行われ、平成 19
年度は、消防庁長官表彰をはじめ６つの表彰・感
謝状を 177 人、３団体が受賞しました。
　伝達の中で祝辞を述べた高畠町消防団・長谷川
団長は、受賞者へのねぎらいの言葉とともに、「消
防団なくしての地域防災はない」と消防団の重要
性を話されました。
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▼作品の送り先は…〒992-0392 大字高畠436 町企画課「文芸欄」まで。川柳、俳
句、短歌部門は部門を明記のうえハガキ１枚に。詩部門については便箋等に記入
し、封書にてお送りください。住所・氏名・電話番号を忘れずにお書きください。

雪ゆ
き
げ
ば
た

解
畑
曲
り
し
腰
の
し
ゃ
ん
と
伸
ぶ

竹　

森　

阿
部　

と
よ

春
の
雪
も
っ
と
急
げ
と
せ
が
む
犬

深　

沼　

寒
河
江
孝
子

西
日
受
け
障
子
に
遊
ぶ
寒
雀

深　

沼　

我
妻
カ
チ
ヨ

春
夕
焼
炭
焼
く
父
と
山
下
る

飯　

森　

皆
川　

京
子

征
き
し
兄
若
き
ま
ま
な
り
彼
岸
花

上
和
田　

鏡　

た
か
子

た
っ
ぷ
り
と
流
れ
て
を
り
し
春
の
川

竹　

森　

酒
井　

光
子

日
に
五
寸
軒
の
雪
減
る
春
彼
岸

上
和
田　

大
浦　

秀
一

ビ
ル
街
に
一
瞬
春
の
殺
気
あ
り

一
本
柳　

中
手　

保
子

世
の
み
だ
れ
な
か
っ
た
よ
う
に
春
来

た
る　
　
　
　

泉　

岡　

日
下
や
ゑ
子

下
萌
や
野
ね
ず
み
の
穴
新
し
き

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

嫁
姑
愚
痴
を
放
せ
ば
山
笑
う

柏
木
目　

中
村　

湖
月

七な
な
そ
じ
十
路
の
若
さ
ほ
め
合
う
茶
の
み
か
な

福　

沢　

山
中　

よ
し

雪
解
け
や
む
く
む
く
花
芽
土
動
く

弥
生
町　

皆
川
ゆ
た
か

白は
く
ぎ
ん銀
に
春は
る
と
う
ら
い

到
来
の
兆き
ざ

し
あ
り

安
久
津　

髙
梨　

忠
美

異
国
よ
り
黄
砂
飛
び
来
て
春
知
ら
す

露　

藤　

近
野　

葉
津

く
ち
づ
さ
む
春
の
う
ら
ら
の
ラ
ブ
ソ

ン
グ　
　
　
　

二
井
宿　

髙
橋
と
く
江

君
子
蘭
花
芽
出
た
か
と
家み

な族
覗
く

福　

沢　

遠
藤　

と
も

日
々
速
く
春
の
足
音
聞
こ
え
た
り

安
久
津　

石
川　

常
代

山
の
色
日
毎
濃
く
見
え
春
の
足
音

佐　

沢　

遠
藤
た
ま
子

紫
に
咲
い
て
御お

じ

ぎ
辞
儀
す
片
栗
花

露　

藤　

藤　

の　

露

春
の
陽
に
幼
児
の
笑
顔
輝
き
て

石　

岡　

川
井　

み
よ

瑞ず
い
う
ん雲
と
な
り
て
残
雪
天
に
上
ぐ

高　

畠　

佐
藤　

弘
子

障
子
戸
に
粉
雪
舞
い
て
さ
ら
さ
ら
と

竹　

森　

原
田　

利
憲

列
車
降
り
一
人
凍
え
る
無
人
駅

弥
生
町　

太
田　

邦
夫

ま
ほ
ろ
ば
の
春
ま
ん
な
か
の
三み

え重
の
塔

上　

町　

小
林　

昭
重

春
ひ
が
ん
雪
の
か
い
ろ
が
じ
ゃ
ま
を

す
る　
　
　
　

二
井
宿　

志
賀
ま
つ
子

春
彼
岸
春
の
香
り
を
仏
前
に

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ

寒
い
よ
と
遺
影
の
妻
の
眼

ま
な
こ

か
な

糠
野
目　

中
野　
　

博

温
か
い
思
い
や
り
あ
る
老
夫
婦

二
井
宿　

髙
橋
鐵
太
郎

八や

そ

じ
十
路
な
お
春
草
の
夢
一
万
歩

　

選
者
吟　

沢
田　

稲
花

雨
の
夜
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
に
し
ぶ
き

立
つ
若
葉
マ
ー
ク
の
孫
を
気
づ
か
う

馬　

頭　

渡
部
美
代
子

八や

そ

じ
十
路
越
え
命
綱
を
ば
腰
に
ま
き
心

ひ
き
し
め
雪
お
ろ
し
か
な

馬　

頭　

我
妻　

卯
吉

背
の
君
の
逝
か
れ
し
事
も
知
ら
ざ
る

や
病
院
の
ベ
ッ
ド
に
妹
無
心

二
井
宿　

勿　

忘　

草

孫
嫁
の
細
く
し
な
や
か
な
指
先
で
た

た
む〝
ぎ
ょ
う
ざ
〞の
ひ
だ
と
り
早
し

福　

沢　

山
中　

よ
し

春
の
野
を
駈
け
ま
わ
る
日
の
待
ち
遠

し
二
才
誕
生
日
の
間
近
な
孫
と

柏
木
目　

中
村　

康
子

異
国
よ
り
嫁
ぎ
来
て
く
れ
ま
だ
三
年

花
を
取
替
え
仏
間
明
る
し

石　

岡　

鈴
木　

よ
ね

ガ
ラ
ス
戸
の
結
露
拭
ひ
て
ゼ
ブ
ラ

ゾ
ー
ン
手
を
挙
げ
渡
る
孫
を
確
か
む

元
町
三　

高
橋
杜
代
子

星
あ
ま
た
冷
た
く
光
る
夜
の
空
下
界

見
お
ろ
す
友
は
ど
の
星

露　

藤　

近
野　

葉
津

安
全
は
手
作
り
か
ら
と
米
持
参
家
族

を
守
る
主
婦
の
味
噌
づ
く
り

深　

沼　

我
妻
カ
チ
ヨ

物
資
な
く
羊
を
飼
い
て
三み

た
り人

子
が

セ
ー
タ
ー
着
し
日
の
喜
び
の
顔

石　

岡　

大　

志　

津

空
青
く
地
吹
雪
舞
い
て
横
殴
り
道
も

途
絶
え
て
ノ
ロ
ノ
ロ
進
む

弥
生
町　

皆
川　

裕
雄

日
毎
見
る
遺
影
は
何
時
も
お
だ
や
か

に
夢
枕
に
立
つ
彼
岸
明
け
な
り

福　

沢　

山
中　
　

道

施
設
に
て
お
世
話
に
な
り
し
母
の
も
と

笑
み
こ
ぼ
れ
た
り
ひ
こ
と
の
語
ら
い

弥
生
町　

京　
　
　

子

大
切
な
机
の
上
に
ピ
カ
ピ
カ
の
孫
の

ラ
ン
ド
セ
ル
背
負
う
日
近
し

根　

岸　

金
子　

協
子

米
作
り
止
め
て
七な

な
と
せ年
黒
き
土
が
呼
ぶ

春
く
れ
ば
心
疼う

ず

き
ぬ

上
和
田　

大
浦　

秀
一

満
州
で
行
方
知
れ
ず
の
姉
想
う
他
界

時
空
は
い
か
が
な
り
し
か

三
条
目　

横
山　

進
助

看
護
師
に
吾
の
呼
ば
る
る
を
待
ち
居

れ
ば
時
計
の
針
の
気
に
な
り
居
り
て

元
和
田　

佐
藤　

敏
子

亡
き
母
の
形
見
な
つ
か
し
一
枚
の
絹

の
袷

あ
わ
せ
の
寝
巻
に
ぬ
く
も
る

泉　

岡　

日
下
や
ゑ
子

福
は
内
「
う
そ
つ
く
と
舌
ぬ
か
れ
る

よ
」
四
つ
の
孫
に
教
え
ら
れ
る
か
な

弥
生
町　

太
田　

邦
夫

若
き
日
に
読
み
し
花
言
葉
の
本
あ
り

て
開
け
ば
懐
か
し
押
花
の
あ
り

桜
木
町　

遠
藤　

和
子

拙
文
も
頭
の
体
操
と
想
い
つ
つ
町
の

広
報
に
出
し
て
頂
く

安
久
津　

石
川　

常
代

今
日
も
ま
た
中
国
ギ
ョ
ー
ザ
と
ニ
ュ

ー
ス
出
る
思
い
悲
し
む
妻
を
気
遣
う

石　

岡　

鈴
木　

俊
雄

妻
逝
く
は
人
生
の
ピ
ン
チ
た
ち
な
ほ

る
時
の
長
さ
に
心
み
だ
れ
る

夏　

茂　

吉
田　

勝
美

志
望
職
に
決
ま
り
し
孫
は
新
車
の
試

運
転
な
ど
し
て
入
所
待
ち
お
り

糠
野
目　

中
野　
　

博

節
分
も
過
ぎ
お
す
キ
ジ
友
を
呼
ぶ

グ
ー
ツ
グ
ー
ツ
グ
ー
ツ
と
竹
藪
の
傍そ

ば

日　

向　

寒
河
江
孝
一

年
老
い
て
曾
孫
を
抱い

だ

き
吾
が
心
微
笑

む
顔
の
笑え

く
ぼ
優
し
さ

露　

藤　

髙
橋　

清
雄

ね
ほ
だ
れ
の
兄
弟
二
人
夫
婦
劇
笑
い

を
起
こ
し
文
化
の
泉

亀　

岡　

齊
藤　

坂
夫

静
浄
の
国
の
社
の
宮
詣
で
民
の
営
み

神
恩
え
た
り

安
久
津　

髙
梨　

忠
美

冬
ご
も
り
こ
た
つ
に
は
い
り
春
を
ま

つ
福
寿
草
の
花
咲
き
み
だ
れ
た
り

糠
野
目　

有
路
シ
ズ
ヨ

木
々
の
芽
の
芽
ぶ
く
春
の
日
金
婚
式

を
迎
ふ
る
わ
れ
ら
を
娘こ

ら
は
祝
へ
り

選
者
詠　

梅
津　

重
郎

　

【
次
回
〆
切
り
日
】
俳
句
・
短
歌
と
も
平
成
20
年
５
月
30
日
㈮

　　   一．郷土を愛し若い力を伸ばし、希望のあるまちをつくります。高畠町町民憲章
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こ
の
施
設
の
目
的
は
、
置
賜
３

市
５
町
に
住
む
地
域
住
民
の
交
流

の
場
、
心
と
体
の
健
康
づ
く
り
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
施
設
、
そ
し
て
、
隣
接

す
る
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
と
と
も
に

環
境
教
育
に
も
利
用
で
き
る
空
間
を

整
備
す
る
と
い
う
目
的
で
す
。　

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
建

設
や
運
営
と
同
じ
よ
う
に
、
置
賜
広

域
行
政
事
務
組
合
（
置
賜
の
３
市
５

町
で
構
成
。
理
事
長
米
沢
市
長
）
が

建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
高
畠
町
も
構
成
市
町

で
あ
り
、
計
画
や
事
業
費
の
負
担
を

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
右
ペ
ー
ジ

の
年
表
に
も
あ
る
と
お
り
、
高
畠
町

に
ご
み
処
理
施
設
が
建
設
さ
れ
た
と

き
か
ら
の
要
望
が
、
よ
う
や
く
実
現

さ
れ
る
も
の
で
す
。

　

余
熱
を
利
用
す
る
こ
と
が
前
提
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
地
元
の
方
々
と

お
約
束
し
た
集
客
施
設
と
ア
ク
セ
ス

道
路
の
実
現
を
図
る
こ
と
が
、
立
地

さ
れ
た
町
の
責
務
と
の
考
え
か
ら
、

現
在
の
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

隣
接
地
に
建
設
す
る
も
の
で
す
。

　

千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で

は
、
焼
却
熱
を
有
効
に
利
用
し
、
こ

の
熱
を
蒸
気
か
ら
電
気
へ
変
え
る
仕

組
み
を
採
用
し
て
い
ま
す
。
こ
の
電

気
は
セ
ン
タ
ー
施
設
内
の
動
力
機
械

の
運
転
や
、
照
明
な
ど
に
利
用
し
て

い
る
ほ
か
、
余
っ
た
電
気
を
東
北
電

力
に
売
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
こ
の

た
び
の
計
画
で
は
、
こ
の
蒸
気
か
ら

電
気
に
変
え
る
仕
組
み
を
そ
の
ま
ま

　

建
設
時
の
負
担
は
、
人
口
割
（
10

％
）・
ご
み
搬
入
の
処
理
量
割（
80
％
）

平
等
割（
10
％
）と
な
っ
て
い
ま
す
。

高
畠
町
は
事
業
費
の
９
・
４
９
７
％

の
負
担
割
合
と
な
り
ま
す
。
余
熱

利
用
施
設
全
体
の
整
備
事
業
費
は

８
億
９
７
９
６
万
円
ほ
ど
を
予
定
し

て
い
る
こ
と
か
ら
、
高
畠
町
の
負
担

額
は
８
５
２
８
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
す
で
に
基
金
と
し
て
積
み
立

て
て
い
る
半
分
（
５
０
４
９
万
円
）

を
経
費
に
充
て
る
こ
と
か
ら
、
残
り

　

平
成
14
年
の
理
事
会
で
、
平
等
割

が
10
％
で
、
利
用
者
割
合
が
90
％
と

す
る
合
意
事
項
に
基
づ
い
て
維
持
経

費
を
負
担
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
平
成
14
年
当
時
は
建

設
計
画
が
明
確
な
も
の
で
は
な
い
こ

と
か
ら
、
高
畠
町
と
し
て
置
賜
広
域

行
政
事
務
組
合
に
見
直
し
を
求
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

昭
和
47
年
に
建
設
予
定
地
を
現
在

の
糠
野
目
地
区
に
依
頼
さ
れ
た
当
時

か
ら
、
町
で
は
受
託
の
条
件
と
し
て

　

新
し
く
整
備
さ
れ
る
施
設
へ
の
ア

ク
セ
ス
道
路
に
つ
い
て
は
、
国
道
13

号
線
か
ら
石
岡
地
内
を
通
り
、
施
設

へ
入
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。し
か
し
、

整
備
予
定
地
へ
の
進
入
口
か
ら
の
道

路
幅
員
が
狭
い
こ
と
や
入
り
に
く
い

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
町
で
は
早
急

な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
建
設
を
要
望
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

基
本
設
計
の
試
算
で
は
、
年
間
の

維
持
経
費
額
は
、
年
間
６
２
１
１
万

円
。
収
入
を
４
３
７
１
万
円
ほ
ど
と

見
込
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
差
し
引

き
１
８
４
０
万
円
が
、
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
が
負
担
す
る
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
の
施
設
整
備
は
、
前
段

に
記
載
し
た
と
お
り
の
目
的
で
建
設

す
る
も
の
で
あ
り
、
営
利
を
目
的
に

建
設
す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
各
市
町
の
財
政
状
況
な
ど

か
ら
負
担
を
減
ら
す
た
め
の
利
用
計

画
を
作
成
し
、
ま
た
、
運
営
を
民
間

に
任
せ
て
効
率
的
で
経
費
が
多
く
な

ら
な
い
よ
う
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り

ま
す
。
広
域
の
み
な
さ
ん
に
施
設
を

利
用
い
た
だ
き
、
健
康
づ
く
り
と
交

流
を
と
お
し
て
「
心
と
体
の
健
康
づ

く
り
」
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
、

広
い
意
味
で
の
経
費
削
減
に
つ
な
が

る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

課
題
の
解
決
に
長
い
年
月
を
要
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
先
送
り
せ
ず
実

現
へ
向
け
努
力
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

現
在
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル
は

平
成
元
年
に
建
設
さ
れ
て
か
ら
20
年

目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
間
、
補
修

な
ど
も
行
い
運
営
し
、
多
く
の
利
用

者
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。し
か
し
、

年
数
の
経
過
と
と
も
に
修
繕
や
維
持

経
費
も
か
さ
む
こ
と
が
見
込
ま
れ
る

な
ど
か
ら
、
余
熱
利
用
施
設
が
完
成

す
る
と
役
割
を
終
え
、
新
た
な
施
設

に
変
更
す
る
考
え
で
す
。
20
年
度
中

に
は
ど
の
よ
う
な
施
設
が
望
ま
し
い

の
か
を
検
討
し
、
決
定
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

目
的
は
広
域
の
交
流

健
康
づ
く
り
と
環
境
教
育
に
も

置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
が

建
設
主
体
と
な
り
ま
す

昭
和
47
年
か
ら
の
要
望

３
市
５
町
の
合
意
で
決
定

「
人
が
集
ま
る
施
設
」「
ア
ク
セ
ス
道

路
の
整
備
」
な
ど
を
要
望
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
の
整
備
計
画
は
平
成
14

年
３
月
の
置
賜
広
域
行
政
事
務
組

合
の
理
事
会（
３
市
５
町
の
市
町
長
）

や
、
各
市
町
の
議
会
と
置
賜
広
域
行

政
事
務
組
合
の
議
会
で
論
議
さ
れ
、

事
業
を
決
定
し
た
も
の
で
す
。

立
地
場
所
は
余
熱
利
用
優
先

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
隣
接
地
に

蒸
気
か
ら
電
気
に
変
え
る

余
っ
た
電
気
を
有
効
利
用

利
用
し
て
、（
新
た
な
設
備
投
資
な

ど
が
必
要
な
く
経
費
も
少
な
く
て
す

む
こ
と
か
ら
）
余
っ
て
い
る
電
気
を

有
効
に
活
用
し
、
温
水
プ
ー
ル
や
風

呂
な
ど
に
使
用
す
る
も
の
で
す
。

ア
ク
セ
ス
道
路
整
備
が
急
務

町
か
ら
も
強
く
要
望

建
設
事
業
費
は
約
９
億
円

町
負
担
は
８
５
２
８
万
円

の
３
４
７
９
万
円
ほ
ど
が
こ
れ
か
ら

の
負
担
額
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
近
隣
の
市
町
の
負
担
額
を

み
る
と
、
米
沢
市
は
３
億
７
０
６
９

万
円
、
南
陽
市
は
１
億
４
５
０
９
万

円
、
川
西
町
は
５
９
０
８
万
円
ほ
ど

の
建
設
負
担
額
と
な
り
ま
す
。（
基

金
分
を
含
む
）

年
間
の
維
持
経
費
の
削
減
と

置
賜
広
域
の
利
用
計
画
策
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ー
ル

新
た
な
施
設
に
変
更
を

建
設
後
の
維
持
経
費

見
直
し
を 
町
か
ら
求
め
る
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30
年
来
の
約
束 
実
現
へ

余
熱
利
用
施
設
建
設
の
あ
ら
ま
し

期　日 区　　分 内　　　　　　　　　　容

昭和47年８月 置　広→高畠町 ２市２町ごみ処理施設の用地斡旋依頼

昭和47年10月 高畠町→置広

町内建設を了承

承諾条件として－①公害発生の恐れのない近代施設の整備

②老人福祉センターの併設③進入道路の整備

昭和51年４月 置広 ２市２町ごみ処理施設稼動（千代田清掃事業所）

平成３年９月 置広理事会
焼却施設の老朽化から、３施設（小国、長井、千代田）の

統合を決定

平成４年12月
置広理事会
→高畠町長

千代田清掃事業所地内への新施設建設を要望

平成６年９月
高畠町議会
特別委員会

特別委員会委員長報告

見返り施設等の条件付きで更新同意－人口割、実績割の比

重を多くした負担制度、公害対策と効率性の重視、アクセ

ス道路の環境整備、建設工事と同時の計画明示、売電利益

の建設地自治体への帰属など

平成６年11月 高畠町→置広

新ごみ焼却処理建設予定地の同意（下記条件付）

①環境アセスメントの厳格な実施②地元、地権者、関係者

への十分な説明と合意形成③アクセス道路整備、沿線環境

の保全、当初確約した道路整備の実現④公害対策および効

率性、環境教育施設の機能設置⑤地域拠点法による園芸、

スポーツ用ドームの建設（余熱利用施設）⑥余剰電力の建設

地自治体への帰属

平成12年２月 置広理事会

余熱利用施設に関する基本方針の合意

①最終的な市町村分担金の総額を概ね 10 億円とする②事

業主体、管理運営主体は置広とする③管理運営の各市町負

担金は、平等割 10％、利用者数割 90％とする④広域的ス

ポーツレクリエーションの拠点として整備する

平成12年５月
地元５区長
→高畠町長

意見要望書

①通年、多目的に利用できるスポーツドーム②花と緑をメ

インに植栽し、イベント広場の整備③ドーム内に浅いプー

ル、健康増進の温水プール、入浴施設（休憩施設併設）④

フィッシングができる川辺整備⑤屋外トイレ、ベンチ、あ

ずま屋整備⑥アクセス道路の早急な確保

平成14年３月 置広理事会

新たな施設整備について

①平成６年11月４日付け、高畠町からの文書を基本とす

る②事業主体、管理運営主体は置広とする③千代田クリー

ンセンターの余熱を利用した施設とする④各市町が負担す

る一般財源の額は 10 億円を基本とする⑤整備に要する経

費の各市町の負担割合は、千代田クリーンセンター建設費

の負担割合を適用し、平等割 10％、人口割 10％、処理割

80％とする⑥管理運営に要する負担割合は、平等割 10％、

利用者数割 90％とする⑦整備時期は平成１６年度を目標

とする

平成14年12月
高畠町議会
特別委員会報告
→高畠町長

調査報告

①余熱を利用したプール、余熱を利用した風呂、休憩スペー

ス②冬季も利用可能な軽易な運動施設③環境学習やスポー

ツ合宿に供される程度の宿泊施設など

平成14年12月
高畠町長
→置広理事長

広域交流拠点施設の整備についての要望（町議会特別委員

会報告を基に）

平成16年３月 置広
置賜地方拠点都市地域基本計画変更　県知事承認

温水プール、パークゴルフ場、芝生広場

平成17年９月
～10月

高畠町 パブリックコメントの実施

平成18年６月 環境対策協議会
置広理事長、高畠町長説明－プール整備に向けた検討。置

広理事長・平成 21 年にオープンすると表明

平成18年９月 高畠町
広報たかはた９月１日号広域交流拠点施設（余熱利用施設）

の今後の進め方、負担割合等について記事掲載

平成20年１月 高畠町・置広
広報たかはた１月号、広域広報おきたま１月15日号記事掲載

余熱利用施設の基本設計、整備について

平成20年２月 置広記者会見
置広理事長－余熱利用施設を計画通り建設と表明

置広理事長（米沢市長）、理事（高畠町長）同席

平成20年５月 置広 余熱利用施設工事着工（予定）

平成21年春 置広 余熱利用施設開業（予定）

置賜広域交流拠点施設（余熱利用施設）
これまでのあゆみ

　

置
賜
の
３
市
５
町
で
組
織
す
る
置
賜
広
域
行
政
事
務
組
合
が
整
備
す
る
「
余
熱
利
用
施
設
」

に
つ
い
て
、
あ
ら
ま
し
を
１
月
の
広
報
に
続
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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鈴
木
栄
一
（
農
林
課
主
任
）
▽
主
事

／
安
部
温
（
農
林
課
主
事
）

◆
議
会
事
務
局

▽
事
務
局
次
長
／
我
妻
吉
朗
（
健
康

福
祉
課
児
童
福
祉
室
長
兼
子
ど
も
セ

ン
タ

館
長
）
▽
主
任
書
記
／
鈴
木

和
恵
（
書
記
）

◆
監
査
委
員
事
務
局

▽
事
務
局
長
／
高
橋
眞
一
（
住
民
生

活
課
長
）

◆
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

▽
選
挙
主
査
併
任
総
務
課
防
災
主
査

／
大
浦
良
一
（
選
挙
管
理
委
員
会
事

務
局
書
記
併
任
総
務
課
主
任
）

◆
公
立
高
畠
病
院

▽
副
総
看
護
師
長
／
小
梁
川
三
枝
子

（
看
護
師
長
）
▽
事
務
次
長
／
鈴
木

誠
市（
学
校
教
育
課
学
校
教
育
室
長
）

▽
臨
床
検
査
科
長
／
梅
津
敏
郎
（
臨

床
検
査
科
長
心
得
）
▽
医
療
情
報
主

査
／
亀
井
文
明
（
医
事
主
査
）
▽
訪

問
看
護
ス
テ

シ

ン
主
任
看
護
師

／
伊
藤
美
紀
子
（
健
康
福
祉
課
訪
問

看
護
ス
テ

シ

ン
主
任
看
護
師
）

▽
看
護
師
／
丹
香
織
（
新
採
）
▽
看

護
師
／
樋
口
素
与
（
新
採
）

◆
消
防
本
部

▽
消
防
長
・
消
防
監
／
近
野
雄
二（
消

防
署
長
・
消
防
司
令
長
）
▽
消
防
次

長
兼
消
防
団
主
査
・
消
防
司
令
／
落

合
雅
幸
（
消
防
署
副
署
長
・
消
防
司

令
）
▽
庶
務
主
査
・
消
防
司
令
／
武

田
浩
司
（
消
防
署
救
急
主
査
・
消
防

司
令
）
▽
警
防
主
任
・
消
防
司
令
補

／
二
宮
啓
（
山
形
県
防
災
航
空
隊
派

遣
・
消
防
司
令
補
）

◆
消
防
署

▽
署
長
・
消
防
司
令
長
／
金
子
一
夫

（
消
防
本
部
消
防
次
長
・
消
防
司
令
）

▽
副
署
長
・
消
防
司
令
／
島
津
和
彦

（
消
防
主
査
・
消
防
司
令
）
▽
救
急

主
査
・
消
防
司
令
／
菅
井
義
則
（
救

助
主
査
・
消
防
司
令
）
▽
救
急
主
任
・

消
防
司
令
補
／
上
村
文
彦
（
救
急
主

任
・
消
防
士
長
）
▽
消
防
主
任
・
消

防
司
令
補
／
渋
谷
裕
樹（
消
防
主
任
・

消
防
士
長
）
▽
通
信
主
任･

消
防
士

長
／
渡
邊
穣
（
消
防
士
長
）
▽
消
防

主
任
・
消
防
士
長
／
鈴
木
俊
吾
（
消

防
士
長
）▽
消
防
士
／
草
刈
銀
河（
新

採
）
▽
消
防
士
／
佐
藤
優
樹
（
新
採
）

▽
消
防
士
／
豊
田
卓
也
（
新
採
）
▽

消
防
士
／
枝
松
敬
史
（
新
採
）

◆
派
遣

▽
横
浜
市
・
企
画
課
付
主
任
／
庄
司

知
広
（
企
画
課
主
任
）
▽
山
形
県
市

町
村
支
援
課
・
総
務
課
付
主
事
／
関

竜
治
（
社
会
教
育
課
主
事
）

◆
退
職

▽
奥
山
眞
一
▽
半
田
修
一
▽
大
河
原

和
博
▽
佐
藤
英
典
▽
佐
藤
六
郎
▽
佐

藤
由
紀
▽
山
形
県
／
伊
藤
秀
敏
▽
山

形
県
教
育
委
員
会
／
遠
藤
正
真
▽
山

形
県
教
育
委
員
会
／
金
子
美
智
子

　このみどりの星、地球の上に生まれてきた子ど
もたち。生きることがうれしい、勉強することが
うれしい、スポーツをすることがうれしい、そん
な学校生活の毎日であってほしい。
　他人と比べてどうのということではなく、自分
の可能性を大きくひろげ、豊かでのびやかな人生
を実現するために、常に目を輝かせて学び続けて
いくような、そんな風の吹いている高畠町であっ
てほしい。
　・・・これからの任期を、そんな夢を追いかけ
ながら務めてまいります。中学校の学校給食や学
校統合のビジョンづくりなど、多くの皆様のご意
見をお待ちしております。ご支援よろしくお願い
いたします。

高畠町教育長に

髙 井 雄 司 氏が就任

就任のご挨拶

草　刈　銀　河
（消防署・消防士）

豊　田　卓　也
（消防署・消防士）

佐　藤　優　樹
（消防署・消防士）

枝　松　敬　史
（消防署・消防士）

樋　口　素　与
（公立高畠病院・看護師）

丹　　香　織
（公立高畠病院・看護師）

新
規
採
用
町
職
員
で
す
　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
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／
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／
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任 
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▽
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／
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派
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）

◆
企
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▽
企
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／
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）
▽
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）

◆
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務
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▽
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納
対
策
主
幹
／
高
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（
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納
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長
）
▽
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納
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長
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公
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康
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▽
主
任
／
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幸（
農
林
課
主
任
）

▽
主
事
／
鈴
木
祐
介（
主
事
補
）

◆
住
民
生
活
課

▽
課
長
／
太
田
孝（
健
康
福
祉
課
長

兼
健
康
管
理
施
設
げ
ん
き
館
次
長
）

▽
町
民
室
長
／
大
橋
律（
上
下
水

道
課
上
水
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室
長
）
▽
環
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推
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室

長
／
竹
田
彰（
税
務
課
課
税
管
理
室

長
）
▽
安
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策
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／
情
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雄（
上
下
水
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課
収
納
対
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▽
主
任
／
島
津
憲
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税
務
課
主
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）

▽
主
任
／
鈴
木
洋
之（
健
康
福
祉
課
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）

◆
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長
／
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長
／
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／
相
田
明
子（
健
康
福
祉
課
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主
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／
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／
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事
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）
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康
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課

▽
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▽
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長
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企
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主
任
／
大

木
統（
商
工
観
光
課
主
任
）
▽
主
任

併
任
農
業
委
員
会
事
務
局
主
任
／
大

木
ま
ゆ
美（
社
会
教
育
課
主
任
）

◆
商
工
観
光
課

▽
課
長
／
鈴
木
秀
則（
農
林
課
長
併

任
農
業
委
員
会
事
務
局
長
）
▽
商
工

観
光
室
長
／
滝
春
彦（
総
務
課
文
書

法
令
主
査
）▽
主
任
／
成
井
明
子（
横

浜
市
）

◆
建
設
課

▽
都
市
整
備
主
査
／
相
田
洋
一
（
農

林
課
地
積
調
査
主
査
）
▽
財
産
管
理

主
査
／
安
部
裕
一
（
上
下
水
道
課
下

水
道
主
査
）▽
主
任
／
高
橋
昭
宏（
農

林
課
主
任
）

◆
上
下
水
道
課

▽
上
水
道
室
長
／
高
梨
良
行（
住
民

生
活
エ
コ
タ
ウ
ン
推
進
室
長
）
▽
普

及
主
査
／
冨
樫
敬
一
（
学
校
教
育
課

施
設
管
理
主
査
）
▽
下
水
道
主
査
／

猪
野
隆
一（
建
設
課
財
産
管
理
主
査
）

◆
学
校
教
育
課

▽
学
校
教
育
室
長
／
山
木
義
昭（
社

会
教
育
課
生
涯
学
習
専
門
員
兼
総
合

交
流
プ
ラ
ザ
所
長
併
任
町
民
活
動
支

援
セ
ン
タ

館
長
）
▽
指
導
主
査
／

峯
浩
明（
山
形
県
教
育
委
員
会
）
▽

施
設
管
理
主
査
／
新
藤
重
徳（
建
設

課
都
市
整
備
主
査
）
▽
高
畠
小
学
校

技
能
士
／
太
田
吉
運（
専
従
休
職
）

▽
糠
野
目
小
学
校
技
能
士
／
安
部

喜
一
（
高
畠
小
学
校
技
能
士
）
▽
第

四
中
学
校
技
能
士
／
後
藤
忍（
糠
野

目
小
学
校
技
能
士
）
▽
高
畠
小
学
校

調
理
師
／
遠
藤
朱
美（
二
井
宿
小
学

校
調
理
師
）
▽
二
井
宿
小
学
校
調
理

師
／
青
野
喜
重
子（
高
畠
小
学
校
調

理
師
）
▽
和
田
小
学
校
調
理
師
／
竹

田
明
美（
学
校
教
育
課
調
理
師
）
▽

糠
野
目
小
学
校
調
理
師
／
我
妻
妙
子

（
和
田
保
育
園
調
理
師
）
▽
学
校
教

育
課
調
理
師
／
木
村
幸
代（
和
田
小

学
校
調
理
師
）

◆
社
会
教
育
課

▽
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
兼
図
書
館

長
／
平
間
信
行（
住
民
生
活
課
環
境

対
策
主
幹
）
▽
文
化
振
興
主
幹
／
数

馬
治
男（
国
保
介
護
課
長
）
▽
社
会

教
育
室
長
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
／

武
田
正
隆（
商
工
観
光
課
商
工
観
光

室
長
）
▽
文
化
室
長
兼
考
古
資
料
館

長
代
理
／
井
田
秀
和（
文
化
財
専
門

員
兼
考
古
資
料
館
長
代
理
）
▽
郷
土

資
料
館
長
／
本
田
政
夫（
社
会
教
育

室
長
兼
中
央
公
民
館
副
館
長
）
▽
ス

ポ

ツ
振
興
主
査
／
田
村
善
次（
亀

岡
地
区
振
興
主
査
併
任
亀
岡
地
区
公

民
館
長
代
理
）
▽
社
会
教
育
主
査

兼
中
央
公
民
館
振
興
主
査
兼
社
会
教

育
主
事
／
八
巻
洋
樹（
社
会
教
育
主

査
兼
中
央
公
民
館
振
興
主
査
）
▽
亀

岡
地
区
公
民
館
長
代
理
／
佐
藤
忠
博

（
上
下
水
道
課
主
任
）
▽
高
畠
地
区

公
民
館
長
代
理
／
遠
藤
千
夏
子（
企

画
課
高
畠
地
区
振
興
主
査
併
任
高
畠

地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽
二
井
宿
地

区
公
民
館
長
代
理
／
今
井
四
郎
右
エ

門（
企
画
課
二
井
宿
地
区
振
興
主
査

併
任
二
井
宿
地
区
公
民
館
長
代
理
）

▽
屋
代
地
区
公
民
館
長
代
理
／
土
屋

喜
平（
企
画
課
屋
代
地
区
振
興
主
査

併
任
屋
代
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽

和
田
地
区
公
民
館
長
代
理
／
近
野

富
裕（
企
画
課
和
田
地
区
振
興
主
査

併
任
和
田
地
区
公
民
館
長
代
理
）
▽

生
涯
学
習
館
長
代
理
／
島
津
美
智
雄

（
企
画
課
糠
野
目
地
区
振
興
主
査
併

任
生
涯
学
習
館
長
代
理
）
▽
主
任
／

町

職

員

４
月
１
日
付
で
町
職
員
と
教
職
員

の
人
事
異
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
　
　
　
　

 （　
　
　

）
は
前
任

人 

事 

異 

動
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ご
声
援
く
だ
さ
い
！

第
54
回
県
縦
断
駅
伝
競
走
大
会

▼
期
日
／
４
月
29
日
㈷

▼
通
過
予
定
時
刻
／
○
馬
頭
南
十
字
路
９
時
35
分　

　

○
亀
岡
中
継
所（
亀
岡
文
殊
参
道
口
）９
時
55
分

　

※
中
学
生
区
間
で
す（
亀
岡
〜
高
畠
区
間
）

　

○
高
畠
中
継
所（
高
畠
町
文
化
ホ
ー
ル
前
）10
時
４
分

高畠町内の中継所は２カ所です。高畠町内の中継所は２カ所です。

亀岡中継所（亀岡文殊参道口）
亀岡文殊堂

至高畠　　　米沢・高畠線　　　　　　至和田

▼

▼▼

▼

▼

高畠中継所
（高畠町文化ホール前）

▼

▼

▼

▼ ▼ ▼ ▼

▼

▼

▼

まほろ　ば通り

役場

〒

文化
ホール

Ｒ
３
９
９

●
大
町
第
一
公
民
館

Ｒ
１
１
３

デマンド交通予約センター
（旧森林組合）●

羽
山
公
園

中継所

中継所

高 畠 町 南陽市
発生件数（増減） 49（△６） 56（△ 11）
死 者 数（増減） ０（　０） １（ 　１）
負傷者数（増減） 63（△７） 66（△ 24）

※増減は前年同時期との比較です

平成20年３月31日現在の交通事故発生状況

＝子どもと高齢者の事故防止＝
　子どもと高齢者を交通事故から守るため、
信号交差点における「観る・知らせる・やさ
しい運転」を実践しましょう。また、歩行者
は「しっかり止まってはっきり確認」してか
ら横断しましょう。

～思いやりの心で交通事故防止～

高
畠
地
区

平成20年度 地区委員（区長さん）
大
町
一　
　

宍

戸

英

祐

大
町
二　
　

二

宮

美

夫

大
町
三　

○
古
山
宗
一
郎

横

町　
　

山

村

芳

達

桜
木
町　
　

渡

會

洋

一

幸
町
一　
　

寒
河
江　

隆

幸
町
二　
　

佐

藤

隆

一

幸
町
三　
　

菅

間

紘

一

北

目　
　

早

川

寛

彦

荒
町
一　
　

石

川
　

博

荒
町
二　
　

佐

藤

力

一

旭

町　

◎
清

水

昭

宣

御
入
水　

○
横

山
　

浩

青
葉
町　
　

新

藤
　

彪

安
久
津
一　
　

伊

藤

秀

夫

安
久
津
二　
　

佐

藤

仁

一

緑

町　
　

小
梁
川
貞
一

鳥
居
町　
　

島

津

好

一

駄
子
町　
　

近

嵐

康

紘

弥
生
町　
　

湯

川

得

成

蛭

沢　
　

青

木

秀

夫

入
蛭
沢　
　

髙

橋

利

雄

小
郡
山　
　

島

津

幸

二

高

安　
　

大

野

國

雄

泉

岡　
　

本

田

利

行

塩

森　
　

鈴

木

幸

雄

飯

森　
　

中

川

信

彰

金
原
湯
在
家　
　

石

月

和

好

金
原
熊
の
前　
　

菅

野

二

男

金
原
新
田　
　

安

達

松

雄

元
町
三　
　

島

貫

利

夫

元

町　
　

瀧
澤
昭
二
郎

上
駄
子
町　

○
大

浦

正

幸

弁
天
前　
　

中

川

広

幸

下

宿　
　

山

田

正

雄

上

宿　

◎
神

保

一

雄

田

沢　
　

佐

藤

徳

男

筋
　
　

島

津

安

行

中
　
　

有

本

博

司

入
　
　

戸

田
　

孝

柏
木
目　
　

沼

尻

一

博

三
条
目　
　

舩
久
保
賢
三

相

森　
　

髙

橋
　

登

川

沼　
　

齋

藤
　

正

下
和
田
北　
　

鈴

木

晴

一

下
和
田
南　
　

庄

司

和

美

馬
頭
東　

○
猪

野
　

誠

馬
頭
西　
　

今

井

清

壽

佐
沢
上　
　

潟

湊

甚

一

佐
沢
下　
　

玉

橋

秀

三

南
佐
沢　
　

鈴

木

達

夫

立

石　
　

唐

沢
　

勇

時

沢　
　

山

川

新

一

野
手
倉　
　

青

戸

健

一

日

向　
　

片

桐

和

善

大
笹
生　

○
佐

藤

誠

一

細

越　
　

齋

藤

勇

孝

山

越　
　

青

木

敏

雄

根

岸　

○
大

浦

次

男

竹

上　
　

石

山

修

一

竹

中　
　

竹

田

吉

美

竹

下　
　

茂
出
木
昭
宏

竹

向　
　

八

巻

忠

二

深

上　
　

大

塚
　

明

西

館　
　

島

津
　

元

中

組　
　

二

瓶

春

一

砂

押　
　

平

井

政

一

大

新　

◎
猪

野

英

男

中

才　
　

飯

澤

文

雄

東
本
町　
　

菅

野

康

雄

西
本
町　
　

金

子
　

忠

館
の
内　
　

金

子

要

吉

粡

町　
　

金

子

光

男

山

崎　
　

二

関

昭

宏

亀
岡
一　
　

山

木

正

昭

亀
岡
二　
　

山

木
　

節

亀
岡
三　
　

大

槻

敏

光

亀
岡
四　
　

吉

田

富

広

入
生
田
南　
　

栗
田
栄
一
郎

入
生
田
西　
　

濱

田

俊

則

入
生
田
北　

◎
渡

部

利

七

露
藤
上　
　

今

井

伸

夫

露
藤
中　
　

神

林

与

市

露
藤
下　
　

髙

橋

常

明

中
島
南　

○
髙

橋

清

一

中
島
北　
　

濱

田

一

雄

船

橋　
　

二

瓶

武

司

文
殊
ヶ
丘　
　

髙

橋
　

晃

上
和
田
第
一　
　

渡

部

四

郎

上
和
田
第
二　
　

大

浦

武

博

上
和
田
第
三　
　

石

川

義

廣

両

組　

◎
渡

部
　

覚

川
北
上　
　

鈴

木

重

和

海
上
小
倉　
　

後

藤
　

治

中
和
田
東
部　
　

後

藤

國

夫

中
和
田
西
部　
　

渡
部
喜
代
治

川
北
下　
　

石

田
　

悌

元
和
田
北　
　

平
　

俊

信

元
和
田
西　
　

島

貫

繁

司

下
和
田
12　
　

萩

野
　

繁

三
軒
屋　
　

遠

藤

利

弘

上

町　
　

東
海
林　

昭

仲

町　
　

小

出
　

功

宮

町　
　

島

貫

秀

一

下

町　
　

玉

野

邦

弘

共

栄　
　

橋

本

照

男

家

中　
　

中

村

廣

一

小
其
塚　
　

相

田

守

三

蛇

口　
　

渡

部

義

一

上
平
柳　
　

近

野

祐

一

沢

口　

○
丸

山

信

雄

駅

前　
　

佐

藤

義

一

元
山
崎　
　

情

野

孝

一

本

町　

◎
後

藤

三

郎

西

町　
　

平
　

信

義

津
久
茂　
　

竹

田

久

恭

夏

刈　
　

長
谷
川
清
重

中

瀬　
　

竹

田

孝

雄

石

岡　
　

平

林
　

篤

上
山
崎　
　

八

巻

邦

助

若
葉
平　
　

平

上

（
敬
称
略
）

◎
地
区
区
長
会
長
の
方

○
地
区
副
区
長
会
長
の
方

二
井
宿
地
区

屋
代
地
区

亀
岡
地
区

和
田
地
区

糠
野
目
地
区
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学 校 名
転 入 転 出

新職名 氏 名 前 任 校 新職名 氏 名 新 任 校

高 畠 小 学 校

校 長 丸 山 信 也 米沢市立興譲小 指導主事 峯　 浩 明 高畠町教育委員会
教 諭 稲 葉 佳 代 子 川西町立吉島小 教 諭 黒 沼 知 子 山形市立楯山小
教 諭 上 松 純 子 南陽市立宮内小 教 諭 宮 部 智 子 山形市立千歳小
教 諭 阿 部　 勉 寒河江市立高松小 教 諭 細 川 せ つ 子 南陽市立小滝小
教 諭 石 垣 由 香 里 山形市立宮浦小 教 諭 山 口 緑 子 南陽市立沖郷小
教 諭 吉 田 淳 子 米沢市立愛宕小 教 諭 須 藤 祐 子 米沢市立東部小
教 諭 鈴 木 智 子 高畠町立亀岡小 教 諭 丸 山 ゆ み 子 高畠町立糠野目小

二井宿小学校
教 頭 和 田 博 文 高 畠 町 立 和 田 小 校 長 山 木　 節 米沢市立関根小
教 諭 軽 部　 恵 米沢市立万世小 教 諭 會 田 優 子 山形市立滝山小
教 諭 早 坂 健 一 郎 山形市立南沼原小 教 諭 後 藤　 聡 米沢市立西部小

屋 代 小 学 校
校 長 大 沼　 篤 山 形 市 立 西 小 校 長 佐 藤 敬 一 川西町立小松小

教 諭 齋 藤 広 美 米沢市立窪田小
教 諭 大河原美津子 高畠町立糠野目小

時 沢 小 学 校
校 長 會 田 昭 広 山形市総合学習センター 副校長 佐 藤 文 昭 山形大学附属中
事務主査 工 藤 弥 生 山形市立第八中 主 事 色 摩 英 美 子 高畠町立和田小

亀 岡 小 学 校 教 諭 佐 藤 香 織 米沢市立六郷小 教 諭 鈴 木 智 子 高畠町立高畠小

和 田 小 学 校

教 頭 岩 瀬 晃 敏 米沢市立六郷小 教 頭 和 田 博 文 高畠町立二井宿小
教 諭 髙 梨　 譲 米沢市立上郷小 教 諭 佐 藤 邦 子 南陽市立赤湯小
教 諭 井 田 眞 理 子 米沢市立東部小 事務主査 加 藤 信 子 南陽市立漆山小
主 事 色 摩 英 美 子 高畠町立時沢小

糠野目小学校

校 長 小 林 宏 一 郎 白 鷹 町 立 西 中 教 諭 草 刈 真 一 南陽市立沖郷小
教 諭 小 林　 修 米沢市立興譲小 教 諭 松 田 栄 美 子 山形市立蔵王一小
教 諭 大河原美津子 高畠町立屋代小 教 諭 設 楽 宏 幸 山形市立楯山小
教 諭 丸 山 ゆ み 子 高畠町立高畠小 教 諭 鈴 木 菜 見 子 米沢市立北部小
養護教諭 尾 花 理 恵 子 米沢市立六郷小 養護教諭 髙 橋 律 子 米沢市立第六中

第 一 中 学 校

教 頭 遠 藤 正 真 高畠町教育委員会 校 長 高 橋 美 香 米沢市立南原小
教 諭 竹 田 重 隆 南陽市立沖郷中 教 頭 南 齋 貞 宏 小国町立叶水中
教 諭 山 口 潤 子 南陽市立中川中 教 諭 船 田 彩 子 山形市立金井中
教 諭 髙 橋 健 彦 米沢市立第五中 教 諭 金 澤 彰 裕 山形市立第十中
教 諭 庄 司 秀 一 山形市立第七中 教 諭 完 戸 八 千 代 高畠町立第三中
教 諭 佐 藤 嘉 子 鶴岡市立鶴岡三中 教 諭 近 野 麻 由 美 高畠町立第二中
教 諭 尾 形 直 人 山形市立第二中

第 二 中 学 校
校 長 山 口　 勲 川西町立第二中 課 長 平 田　 裕 教育庁義務教育課
教 諭 五 十 嵐 智 子 鶴岡市立鶴岡一中 教 頭 佐 藤 則 昭 県立米沢養護学校
教 諭 近 野 麻 由 美 高畠町立第一中

第 三 中 学 校
教 諭 完 戸 八 千 代 高畠町立第一中 教 諭 平　 晶 子 南陽市立沖郷中

教 諭 後 藤 綾 子 南陽市立梨郷中

第 四 中 学 校
教 諭 伊 藤 俊 秀 南陽市立中川中 教 諭 平 井　 修 南陽市立宮内中
養護教諭 髙 橋 博 子 川西町立第二中 教 諭 髙 橋 映 子 上 山 市 立 南 中

養護教諭 森 谷 久 美 子 米沢市立第五中

教 職 員

《掲載記事の訂正》

内　　容 【誤】 【正】

成人中級クラス 火・金曜／ 19：00～20：00 火曜／ 14：00～15：00
金曜／ 19：00～20：00

休 館 案 内 月曜日が祝日の場合は翌日 定休日（月曜日）

▼№ 882（平成 20 年３月発行）17 ページ

▼№ 882（平成 20 年３月発行）18 ページ
内　　容 【誤】 【正】

吉田壮太君、光佑君の小学校 和田小学校 亀岡小学校

　左記のとおり、
掲載内容に誤りが
ございましたの
で、お詫びして訂
正いたします。

髙井　雄司（高畠小学校校長）、佐藤　正洋（糠野目小学校校長）退 職
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詳しくは、「げんき館（健康福祉課健康推進室）」　TEL（５２５２）５０４５５０４５まで問い合せください。

特定健康診査・特定保健指導が始まります特定健康診査・特定保健指導が始まります
平成 20 年度から基本健康診査に変わり内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）に着目した

　実施者は、これまでの市町村から医療保険者に変わります。加入している医療保険者からの案内に

従って特定健康診査を受けていただくことになりますのでご注意ください。

（保険証であなたの医療保険者を確認できます。国保・社保・健保組合など）

「特定健康診査」と「特定保健指導」がはじまります

□
肺
が
ん
検
診
□

　

肺
が
ん
単
独
で
検
診
は
行
わ
ず
、

特
定
健
康
診
査
・
胃
が
ん
、
大
腸
が

ん
検
診
等
と
同
時
に
地
区
公
民
館
等

で
実
施
し
ま
す
。

□
乳
が
ん
検
診
、
子
宮
が
ん
検
診
□

　

午
前
中
の
検
診
と
な
り
、
特
定
健

康
診
査
・
各
種
が
ん
検
診
等
と
同
時

受
診
可
能
に
な
り
ま
す
。

　

日
程
は
申
込
者
に
個
別
に
通
知
し

ま
す
。

○
が
ん
検
診
（
胃
・
大
腸
・
肺
・
乳
・

子
宮
）
○
結
核
健
康
診
断
○
肝
炎
ウ

イ
ル
ス
検
診
○
生
活
機
能
評
価
は
、

特
定
健
康
診
査
と
同
時
に
町
が
実
施

し
ま
す
。

　
「
後
期
高
齢
者
健
康
診
査
」
と
し

て
、
町
が
山
形
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
よ
り
委
託
を
受
け
て
特
定

健
康
診
査
と
同
時
に
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
高
血
圧
・
糖
尿
病
な
ど
で

通
院
し
て
い
る
方
は
対
象
と
な
り
ま

せ
ん
。

特
定
健
康
診
査
以
外
の

検
診
に
つ
い
て

満
75
歳
以
上
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い

　内臓のまわりに脂肪がつく内臓脂肪型肥満に加え、高血糖、高血圧、脂質異常（高脂血）など
が重なっている状態をいい、心疾患や脳血管疾患が起こる危険性が高くなります。
　内臓脂肪は、運動不足や栄養の過剰摂取など、毎日の生活習慣の積み重ねで蓄積していきま
す。この内臓脂肪は、「運動習慣」や「食習慣」などを見直すことで、効率よく減らすことが
できます。

内臓脂肪症候群（メタボリックシンドローム）とは

★特定健康診査から特定保健指導の流れ★

特定健康診査の案内通知特定健康診査の案内通知

特定健康診査受診特定健康診査受診

結果通知結果通知

特定保健指導対象者へ保健指導の案内通知特定保健指導対象者へ保健指導の案内通知

⬇

⬇

⬇

⬇
特定保健指導特定保健指導

※特定健診、がん検診（胃・大腸・肺）、結核健康診断、肝炎ウイルス検診の日程は、３月号の広報に掲載していますので
　確認ください。また、今後は該当する検診日の前月号の ｢広報たかはた ｣でもお知らせします。

特定健康診査とは

☞ 40 歳から 74 歳までのすべての人☞ 40 歳から 74 歳までのすべての人

が対象で、○問診○診察○身長・体が対象で、○問診○診察○身長・体
重および腹囲の測定○血圧測定○血重および腹囲の測定○血圧測定○血
糖検査○尿検査（糖・蛋白）○肝機糖検査○尿検査（糖・蛋白）○肝機
能検査・脂質検査（中性脂肪・HDL・能検査・脂質検査（中性脂肪・HDL・
LDL）の検査を行います。LDL）の検査を行います。

特定保健指導とは

☞健診の結果内臓脂肪症候群の該当
者・予備群であることがわかったら、
病気になる前に予防するため、特定
保健指導が行われます。対象者自ら
が生活習慣改善のための実践計画を
たて、自主的、継続的に行えるよう、
専門家（医師、保健師、管理栄養士
など）が支援するものです。
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平
成
平
成
2020
年
５
月
か
ら

年
５
月
か
ら

　
　
　
　

    
窓
口
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

窓
口
で
本
人
確
認
を
行
い
ま
す

18

　

最
近
全
国
で
、
他
人
に
な
り
す
ま
し
て
不
正
に
住
民
票
や
戸
籍
の
証
明
書
の
交
付
を
受
け
た
り
、
戸
籍
の
届

出
を
し
た
り
す
る
事
件
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
平
成
20
年
５
月
１
日
か
ら
、
窓
口
で
の
戸
籍
・
住
民

票
関
係
の
手
続
き
を
す
る
と
き
に
、
必
ず
本
人
で
あ
る
か
ど
う
か
確
認
を
行
う
よ
う
法
律
が
変
わ
り
ま
す
。

◎
住
民
票
の
写
し（
一
部
、
全
員
）な

　

ど
住
民
票
に
関
わ
る
書
類
を
請
求

　

す
る
と
き

◎
戸
籍
謄（
抄
）本
な
ど
戸
籍
に
関
わ

　

る
書
類
を
請
求
す
る
と
き

◎
婚
姻
・
離
婚
・
養
子
縁
組（
離
縁
）・

　

認
知
の
戸
籍
届
出
を
す
る
と
き

　

窓
口
で
手
続
き
を
す
る
と
き
に
、

運
転
免
許
証
・
写
真
付
住
民
基
本
台

帳
カ
ー
ド
・
パ
ス
ポ
ー
ト
な
ど
、
国

や
都
道
府
県
か
ら
発
行
さ
れ
て
い
る

写
真
付
の
身
分
証
明
書
を
見
て
確
認

し
ま
す
。

　

も
し
写
真
付
の
身
分
証
明
書
が
な

い
と
き
は
、
健
康
保
険
証
・
介
護
保

険
証
・
学
生
証
な
ど
、
名
前
の
載
っ

た
書
類
を
２
種
類
以
上
提
示
し
て
く

だ
さ
い
。
そ
れ
ら
の
書
類
も
な
い
場

合
は
、
請
求
に
関
す
る
こ
と
で
知
っ

て
い
る
べ
き
と
考
え
ら
れ
る
事
項
の

説
明
な
ど
に
よ
り
、
本
人
で
あ
る
か

ど
う
か
確
認
し
ま
す
。（
戸
籍
届
出

の
場
合
は
、
後
で
ご
本
人
あ
て
に
届

出
が
受
理
さ
れ
た
こ
と
を
お
知
ら
せ

す
る
通
知
を
送
付
し
ま
す
）

住
民
票
…
本
人
、
本
人
と
同
じ
世
帯

　

に
住
ん
で
い
る
人

戸　

籍
…
本
人
と
そ
の
配
偶
者
、
直

　

系
の
親
族
の
方
（
祖
父
母
、父
母
、

　

子
、
孫
な
ど
）

　

そ
れ
以
外
の
方
が
請
求
に
来
ら
れ

た
場
合
に
は
、
必
ず
ご
本
人
か
ら
の

委
任
状
が
必
要
に
な
り
ま
す
（
こ
の

場
合
も
、
窓
口
に
来
ら
れ
た
方
の
本

人
確
認
を
お
こ
な
い
ま
す
）。
ま
た
、

書
類
を
請
求
す
る
た
め
の
正
当
な
理

　

お
じ
・
お
ば
、
お
い
・
め
い
、
同

じ
戸
籍
に
い
な
い
兄
弟
姉
妹
、
配
偶

者
の
父
母
な
ど
、
直
系
以
外
の
親
族

の
戸
籍
に
関
わ
る
書
類
を
取
る
と
き

は
、
ご
本
人
か
ら
の
委
任
状
が
必
要

で
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
住
民
生
活
課
町
民

　

室　

☎
52
１
３
４
５

ど
ん
な
手
続
き
の
と
き
に

本
人
確
認
を
す
る
の
で
す
か
？

本
人
確
認
は
ど
ん
な
方
法
で

行
う
の
で
す
か
？

住
民
票
や
戸
籍
の
謄（
抄
）
本
な

ど
の
書
類
は
ど
ん
な
人
が
請
求

で
き
る
の
で
す
か
？

直
系
の
親
族
以
外
の
親
族
の
戸

籍
の
謄（
抄
）
本
な
ど
を
請
求
す

る
と
き
、
委
任
状
は
必
要
で
す

か
？

由
（
例
え
ば
、
国
や
公
共
機
関
に
提

出
す
る
た
め
、
年
金
を
受
け
取
る
た

め
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

▼
竹
田
瑠
也
君
・
佐
原
一
斗
君（
四
中
）

　

福
祉
の
た
め
に

　

川
で
溺
れ
て
い
る
老
人
を
助
け
た

　

際
の
お
礼　
　
　
　

１
、０
０
０
円

▼
髙
橋
幸
雄
さ
ん（
入
生
田
北
）

　

福
祉
の
た
め
に　

５
０
、０
０
０
円

▼
安
部
良
子
さ
ん（
露
藤
上
）

パ
ン
ジ
ー
の
花
苗
２
０
０
本

▼
第
四
中
学
校
生
徒
会

　

セ
ン
タ
ー
チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
へ

日
用
品
５
１
７
点

▼
中
島
米
寿
会　
　
　

清
拭
布
25
枚

▼
亀
岡
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
女
性
部

　

ま
ほ
ろ
ば
荘
へ　
　

清
拭
布
34
枚

▼
亀
四
天
寿
会

　

一
円
玉
募
金　
　
　

６
、９
９
２
円

▼
全
東
北
歌
謡
選
手
権
大
会
実
行
委

　

員
会
・
実
行
委
員
長
八
巻
功
さ
ん

　

全
東
北
歌
謡
選
手
権
大
会
益
金
を 

　

福
祉
の
た
め
に　

２
０
、０
０
０
円

▼
国
際
ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
高
畠

　

映
画「
ふ
み
子
の
海
」売
上
還
元
金

５
０
、０
０
０
円

▼
高
畠
ワ
イ
ン
株
式
会
社

　

福
祉
の
た
め
に

　

秋
の
収
穫
祭
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ワ
イ

　

ン
売
上
金　
　

１
０
０
、０
０
０
円

　

ワ
イ
ナ
リ
ー
内
善
意
の
箱

２
９
、６
３
５
円

▼
匿
名

　

ゆ
い
三
友
へ　
　
　

５
、４
５
０
円

▼
匿
名

　

福
祉
の
た
め
に　

５
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　

福
祉
の
た
め
に

　

一
円
玉
募
金　
　
　
　

４
８
０
円

▼
高
畠
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー
収
入

４
４
、２
０
０
円

【
太
陽
の
家
へ
】

▼
小
野
可
三
さ
ん（
米
沢
市
）

　

さ
を
り
織
、
糸
巻
き
機

▼
高
畠
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

　

ス
ペ
シ
ャ
ル
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ス
ご

　

招
待

▼
置
賜
農
業
共
済
組
合

１
０
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　

２
０
、０
０
０
円

▼
匿
名　
　
　
　
　
　

５
、４
５
０
円

【
二
井
宿
小
学
校
へ
】

▼
二
井
宿
小
学
校
資
金
運
用
管
理
委

　

員
会　

カ
ラ
ー
プ
リ
ン
タ
ー
１
台

▼
お
き
た
ま「
食
・
農
・
生
命
」ぷ
ろ

　

じ
ぇ
く
と

　

二
井
宿
里
山
の
詩
Ｃ
Ｄ
１
０
０
枚

草
木
塔
１
基

５
月
の

水
道
修
理
指
定
店

▼
㈱
金
子
建
設　
　

☎
56
２
１
９
５

▼
㈱
ナ
ガ
サ
ワ　
　

☎
52
２
２
４
７

▼
㈲
安
部
住
宅
設
備
☎
57
２
０
６
９
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学
生
納
付
特
例
制
度
に
つ
い
て

手
続
き
方
法
が
変
わ
り
ま
す

保
険
料
が
改
定
さ
れ
ま
し
た

　

国
民
年
金（
第
１
号
被
保
険
者
）に

加
入
さ
れ
て
い
る
学
生
で
、
所
得
が

１
１
８
万
円
以
下
の
場
合
、
申
請
し

て
承
認
さ
れ
れ
ば
在
学
期
間
中
の
保

険
料
を
後
払
い（
追
納
）で
き
る
制
度

で
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
？

対
象
者
は
？

　

対
象
と
な
る
「
学
生
」
と
は
、
大

学（
大
学
院
）や
短
大
、
高
等
学
校
、

高
等
専
門
学
校
、
専
修
大
学
お
よ
び

各
種
学
校
な
ど
に
在
学
す
る
、昼
間
、

夜
間
、
定
時
制
、
通
信
制
課
程
の
学

生
で
す
。

申
請
は
？

▼
受
付
期
間
／
申
請
す
る
年
度
の
４

　

月
１
日
か
ら

▼
受
付
窓
口
／
町
住
民
生
活
課
（
住

　

民
票
を
登
録
し
て
い
る
市
役
所
・

　

町
村
役
場
）

　

毎
年
２
月
下
旬
ま
で
に
学
生
納
付

特
例
の
承
認
が
決
定
さ
れ
た
人
で
、

翌
年
度
以
降
も
同
じ
学
校
に
在
学
予

定
の
場
合
、
平
成
20
年
度
か
ら
、
３

月
下
旬
に
社
会
保
険
庁
か
ら
送
ら
れ

て
く
る
は
が
き
形
式
の
申
請
書
で
申

請
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
分
か
ら
月
々
の
保

険
料
が
月
額
１
４
、４
１
０
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

年
金
を
支
え
る
力
と
給
付
の
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
た
め
に
、
保
険
料
の
段

階
的
な
引
き
上
げ
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。
皆
さ
ま
の
ご
理
解
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先
／
町
住
民
生
活
課
町
民

　

室
・
国
民
年
金
担
当☎

52
１
３
４
５

　

米
沢
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
22
４
２
２
０

納付特例を受けた期間
の保険料は、納期限か
ら10年以内であれば
納付（追納）できます。
社会人になったら追納
しましょう !!

▼
必
要
な
物
／
◎
印
鑑
◎
在
学
証
明

　

書
ま
た
は
学
生
証
の
写
し
◎
所
得

　

が
あ
る
方
で
、
申
請
す
る
年
の
１

　

月
以
降
に
転
入
さ
れ
た
場
合
は
、

　

所
得
額
等
の
証
明（
源
泉
徴
収
票
、

　

確
定
申
告
書
の
写
し
等
）

▼
適
用
期
間
／
４
月
か
ら
翌
年
３
月

　

ま
で
の
１
年
間
で
す
。
在
学
期
間

　

中
は
毎
年
度
申
請
が
必
要
で
す
。

◆対象農業者：「意欲と能力のある担い手」
　　　　　　　　　認定農業者（４ha以上）
　　　　　　　　　集落営農組織等（20ha以上）
※経営規模要件には、中山間地域の地域特例や所得
　水準の所得特例等のほか、市町村の特認制度が新
　設されましたので、関係機関にご相談ください。

◆加入手続期限：６月30日㈪
　（市町村特認申請は市町村あて５月末日まで）

※詳細は下記までお問い合わせください。
　◇町 農 林 課 農 政 推 進 室　☎（52）４４８０
　◇山形農政事務所農政推進課　☎ 023（622）7247
　◇地域第三課（南陽庁舎）　☎（43）４２１０

水田経営所得安定対策
（品目横断的経営安定対策）
◇◇加入手続きが始まります◇◇

町営住宅の入居者を募集します町営住宅の入居者を募集します

名称・所在地 構造等

町営加茂川原団地Ｃ－３号室
大字安久津2313-2

簡易耐火構造平屋建
（昭和48年度建設）

▼入居資格／①収入月額が20万円以下（高齢者
　の方や身体に障害のある方は 26万８千円以下）
　②現在住宅に困っている方

▼募集期間／５月７日㈬～15日㈭

▼申込・問合せ先／町建設課地域整備室
☎（52）４４８１

区分 収 入 月 額 家　賃

Ａ 　　　  0～123,000円 4,700円

Ｂ 123,001円～153,000円 5,700円

Ｃ 153,001円～178,000円 6,700円

Ｄ 178,001円～200,000円 7,700円

Ｅ 200,001円～238,000円 8,900円

Ｆ 238,001円～268,000円 9,400円

▼平成20年度家賃表／

国
民
年
金
か
ら
の
お
知
ら
せ
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平成20年度平成20年度　　ポリオ予防接種ポリオ予防接種日程表（春季）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎会場：高畠町健康管理施設「げんき館」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎受付時間：13時～13時30分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◎持ち物：母子健康手帳、予防接種手帳（予診票）

平成20年度の健診（検診）や予防接種の日程等は、
健康カレンダーから「広報たかはた」でのお知らせに変わります。

●問合せ先／町健康福祉課健康推進室　☎（52）５０４５

平成20年度の健診（検診）や
健康カレン

「げんき館」
程等は、

ダ から「広報たかはた」でのお知らせに変わります
や予防接種の日程
ダ から「広報た

みんなの健康ガイドみんなの健康ガイド

期日 対象児／１回目 対象児／２回目 その他

平成20年５月20日㈫
平成19年７月１日～

平成19年８月13日生
平成19年１月１日～

平成19年２月14日生

左記以外で７歳までの
未接種のお子さん

５月28日㈬
平成19年８月14日～

平成19年９月30日生
平成19年２月15日～

平成19年３月31日生

６月４日㈬
平成19年10月１日～

平成19年10月31日生
平成19年４月１日～

平成19年４月30日生

６月11日㈬
平成19年11月１日～

平成19年12月３日生
平成19年５月１日～

平成19年６月６日生

６月20日㈮
平成19年12月４日～

平成19年12月31日生
平成19年６月７日～

平成19年６月30日生

～きらきら笑顔！～ （高畠町健康増進計画）

分煙された快適な生活環境を増やそう！

＊受動喫煙とは？ ＊禁煙したい方へ

自らの意思とは関係なく、

たばこの煙を吸ってしまうことです。

　受動喫煙による健康への悪影響には、赤ち

ゃんの突然死や低体重・子どもの中耳炎・気

管支炎・ぜんそく・肺がん・せき
4 4

やたん
4 4

など

の呼吸器症状・虚血性心疾患（心筋梗塞・狭

心症）があります。自分の健康だけでなく、

皆さんの周りの人の健康を守るために、分煙

された快適な生活環境を増やしましょう。

　５月 31 日は世界禁煙デーです。喫煙して

いる人も一度は禁煙に挑戦し、周りの人は禁

煙する人をサポートしていきましょう。

○喫煙は単なる嗜好や習慣ではなく、ニコチ

　ン依存症という「繰り返し治療が必要な慢

　性の病気」です。

○禁煙にあたっては、ニコチン離脱症状を

　やわらげるニコチン代替療法（ニコチンパッ

　チやガム）や経口禁煙補助薬、禁煙外来で

　のサポートを組み合わせて利用する方が

　「楽に」「確実に」、そして「体重もあまり増

　加せずに」禁煙できます。

○自分にあった禁煙方法について、まずは健

　康福祉課（げんき館）にお気軽にご相談くだ

　さい。
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平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
の
４
年
間

で
24
億
円
の
財
政
効
果
額
を
目
標
と
し
て
お

り
ま
し
た
が

24
億
４
０
０
０
万
円
と
し
ま

す

　

３
６
０
０
万
円

　

←

年
間
１
８
０
０
万
円
／
２
年
間

○
内
部
管
理
経
費
の
圧
縮

　

４
億
７
０
万
円

　

←

ゼ
ロ
ベ

ス
か
ら
の
見
直
し

○
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

６
４
０
０
万
円

　

←

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
効
果

○
公
債
費（
借
金
返
済
金
）の
減
少

　

３
億
５
０
０
０
万
円

　

←

新
規
借
金
の
抑
制
等

○
そ
の
他
の
支
出
削
減

　

１
億
８
５
０
０
万
円

■ 

職
員
の
給
与
は

平
成
18
年
度
か
ら
地

　

域
の
給
与
水
準
を
反
映
し
た
給
与
体
系
を

　

導
入
し
て
い
ま
す

■ 

収
入
の
確
保
策

４
年
間
で
３
億
９
１
０
０
万
円

○
町
税
収
納
率
の
向
上
対
策

　

８
０
０
０
万
円
（
変
更
な
し
）

　

←

現
年
度
収
納
率
の
向
上
と
過
年
度
滞
納

　
　

額
の
増
額
防
止

○
新
築
家
屋
に
よ
る
固
定
資
産
税

　

２
０
０
０
万
円
（
変
更
な
し
）

　

←

宅
地
造
成
等
に
よ
る
増
収

○
使
用
料
収
納
率
の
向
上
対
策

　

７
２
０
０
万
円

　

←

未
納
額
解
消

料
金
見
直
し
に
よ
る
増

　
　

収

○
町
有
財
産
の
処
分

　

２
億
１
９
０
０
万
円

　

←

遊
休
用
地
等
売
却
に
よ
る
増
収

■ 

支
出
の
削
減
策

４
年
間
で
20
億
４
９
０
０
万
円

○
給
与
抑
制

職
員
数
削
減
等

　

８
億
２
６
６
０
万
円

　

←

特
別
職
給
与
・
職
員
給
与
な
ど

○
議
員
数
削
減
に
よ
る
報
酬
圧
縮

　

３
０
７
０
万
円

　

←

平
成
19
年
度
改
選
時
３
人
減

○
投
資
的
経
費
の
一
般
財
源
圧
縮

　

１
億
５
６
０
０
万
円

　

←
新
規
事
業
等
一
部
を
除
き
圧
縮

○
町
単
独
補
助
金
や
ソ
フ
ト
事
業
の
見
直
し

定
員
管
理
の
適
正
化

給
与
等
の
見
直
し

※公営企業等は、病院・下水道・国保・介護保険の職員数です。

23

　

←

事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
ほ
か

■ 

定
員
適
正
化
計
画
に
基
づ
き

行
政
職 

　

と
公
営
企
業
職
を
合
わ
せ
た
総
職
員
数    

　

４
１
９
人（
平
成
17
年
４
月
１
日
現
在
）
　

　

を
平
成
25 
年
ま
で
に
38
人
削
減
（

→

43
人

　

削
減
）し

３
８
１
人
と
し
ま
す

■ 

平
成
17
年
度
と
の
比
較
で
は
９
・
１
％
の

　

削
減
率
（

→

10
・
３
％
）
で
す

　

平
成
22
年
度
に
は
29
人
減
（

→

26
人
減
）

　

で

６
・
９
％
（

→

６
・
２
％
）
の
削
減
率

　

と
な
り
ま
す

3     2008.4   

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
の
４
年

間
で
24
億
円
の
財
政
効
果
額
目
標
に
対
し

20
・
７
％
の
進
捗
率
で
４
億
９
７
０
０
万
円

の
財
政
効
果
が
あ
り
ま
し
た

○
歳
入

　

税
の
徴
収
対
策
で
は

ス
タ

フ
の
増
強

に
よ
り

徴
収
額
の
向
上
に
努
め
ま
し
た

　

保
育
所
使
用
料
の
見
直
し

町
有
地
等
の

売
却
も
行
い
ま
し
た

○
歳
出

職
員
削
減

　

退
職
数
の
補
充
を
行
わ
ず

財
政
効
果
を

図
り
ま
し
た

給
与
等
の
削
減

　

職
員
給
料
・
手
当
の
一
律
６
％
を
独
自
削

減
し

管
理
職
手
当
の
カ

ト

特
殊
勤
務

手
当
の
凍
結
な
ど
に
よ
り

財
政
効
果
を
図

り
ま
し
た

特
別
職
給
与
・
議
員
報
酬
等
の
削
減

　

特
別
職
の
報
酬

町
長
20
％

副
町
長
15

％

教
育
長
10
％
の
削
減

議
員
報
酬

議

長
７
％

副
議
長
６
％

議
員
５
％
を
独
自

削
減

民
間
委
託
等
に
よ
る
も
の

　

保
育
士
の
派
遣
事
業

施
設
の
指
定
管

理
委
託
な
ど
に
よ
り
財
政
効
果
を
図
り
ま
し

た内
部
管
理
経
費
の
見
直
し

　

旅
費

管
理
委
託
費
等
内
部
管
理
経
費
の

圧
縮

日
当
廃
止
エ
リ
ア
の
拡
大

電
話
交

換
業
務
委
託
の
廃
止
な
ど
を
行
い
ま
し
た

そ
の
他

　

日
々
雇
用
職
員
を
縮
小
し
ま
し
た

○
投
資
的
経
費
の
見
直
し

　

原
則

新
規
事
業
は
凍
結
と
い
た
し
ま
し

た
が

以
前
よ
り
進
め
て
い
た
総
合
交
流
プ

ラ
ザ
の
建
設
等
に
よ
り

計
画
値
と
か
け
離

れ
た
結
果
と
な
り
ま
し
た

■ 

平
成
18
年
度
の
実
績
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

■ 

集
中
改
革
プ
ラ
ン
推
進
効
果

　

平
成
16
年
９
月

町
の
厳
し
い
行
財
政
運

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
効

果
の
ほ
か

町
を
取
り
巻
く
現
況
に
も
配
慮

し
な
が
ら
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

■ 

財
政
効
果
額
の
目
標
値

高
畠
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン

高
畠
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン

進
捗
状
況
と
見
直
し
に
つ
い
て

進
捗
状
況
と
見
直
し
に
つ
い
て

営
の
改
革
を
推
進
す
る
た
め
高
畠
町
５
カ
年

経
営
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た

そ
の
具
体

的
な
行
動
計
画
で
あ
る
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

推
進
に
よ
り
平
成
20
年
度
の
予
算
編
成
は

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
内
容
と
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り
組
み
に

よ
る
財
政
効
果
額
を
踏
ま
え
て

集
中
改
革

プ
ラ
ン
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た

　

高
畠
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
平
成

18
年
度
実
績
の
詳
細
に
つ
て
は

右
記
の
と

お
り
で
す

項目
５年間
合計額 達成率

平成 18 年度
計画額 実績額 達成率

Ａ Ｃ／Ａ Ｂ Ｃ Ｃ／Ｂ

歳
　
　
　

入

超過課税の実施、法定外税新設 20 0.0% 0 0
税の徴収対策 80 22.5% 20 18 90.0%
使用料・手数料の見直し 28 64.3% 7 18 257.1%
未利用財産の売り払い等 342 27.2% 90 93 103.3%
その他 0 0 0

計 470 27.4% 117 129 110.3%

歳
　
　
　
　
　
　
　

出

人
件
費
削
減

職員削減 394 31.7% 108 125 115.7%
うち退職者の不補充 356 32.9% 108 117 108.3%
うち嘱託職員等の活用を除いた分 356 32.9% 108 117 108.3%

給
与
等
削
減

職　員
給　　料 260 24.2% 65 63 96.9%
手　　当 152 25.0% 38 38 100.0%

三役等
特別職

給　　料 16 25.0% 4 4 100.0%
手　　当 0 0 0

議　員
報　　酬 0 0 4
手　　当 0 0 0
計 428 25.5% 107 109 101.9%

その他 0 0 0
小　　計 822 28.5% 215 234 108.8%

組織の統廃合 0 0 0
民間委託による事務事業費削減 72 30.6% 18 22 122.2%

うち指定管理者制度によるもの 72 25.0% 18 18 100.0%
施設等維持費の見直し 0 0 0
補助金等の整理合理化 72 0.0% 18 0 0.0%
内部管理経費の見直し 320 25.6% 80 82 102.5%
その他事務事業の整理合理化 0 0 1
その他 244 9.4% 23 23 100.0%

計 1,530 23.7% 354 362 102.3%
合　　　　　計 2,000 24.6% 471 491 104.2%

投資的経費の見直し 400 1.5% 100 6 6.0%
再　　　　　計 2,400 20.7% 571 497 87.0%

高畠町集中改革プラン進捗状況 （単位：百万円）

集
中
改
革
プ
ラ
ン
の

　
　
　
　
　

見
直
し

22

数

値

目

標

集
中
改
革
プ
ラ
ン

　
　
　

進
捗
状
況
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■ 

生
活
廃
水
処
理
基
本
計
画

　

公
共
下
水
道
は
平
成
12
年
度
許
可
面
積

９
０
３

を
拡
大
せ
ず

公
共
下
水
道
・
農

業
集
落
排
水
処
理
区
域
以
外
の
全
域
を
特
定

地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
に
よ
る
生
活
排
水

処
理
計
画
と
し
ま
す

　

平
成
19
年
度
に
国
庫
補
助
事
業
を
ほ
ぼ
完

了
し

平
成
20
年
度
以
降
は
単
独
事
業
に
よ

る
整
備
を
行
い
ま
す

　

平
成
19
年
度
末
の
普
及
率
は

71
・
５
％

と
な
り
ま
し
た

■ 

収
入
の
確
保
と
経
費
節
減
等

◇
使
用
料
金
は

水
道
料
金
の
見
直
し
に
合

　

わ
せ
平
成
19
年
11
月
か
ら
約
25
％
値
上
げ

　

し
ま
し
た

◇
事
務
事
業
の
減
少
に
合
わ
せ

平
成
20
年

　

度
の
職
員
数
を
１
人
削
減
し
４
人
体
制
と

　

し
ま
す

◇
公
営
企
業
借
換
債
の
金
利
５
％
以
上
を
低

　

金
利
の
起
債
に
借
換
え
を
行
い
ま
す

◇
農
業
集
落
排
水
事
業
の
加
入
率
を
平
成
21

　

年
度
90
％
を
目
標
に
加
入
促
進
に
努
め
ま

　

す
◇
特
定
地
域
生
活
排
水
処
理
事
業
の
使
用
料

■ 

訪
問
看
護
ス
テ

シ

ン
推
進
体
制

　

職
員
体
制
４
人
に
よ
り

安
心
・
信
頼
を

キ

ワ

ド
に
利
用
者
増
を
図
り

安
定
し

た
経
営
を
目
指
し
ま
す

■ 

訪
問
看
護
サ

ビ
ス
の
充
実

　

公
立
高
畠
病
院
の
管
理
の
も
と

職
員
体

制
の
充
実
を
図
り
な
が
ら
在
宅
タ

ミ
ナ
ル

ケ
ア
や
24
時
間
対
応
な
ど
を
視
野
に
入
れ
た

体
制
整
備
に
努
め
ま
す

■ 

安
定
し
た
事
業
運
営

　

地
域
の
先
生
方
と
の
連
携
を
密
に
し
た
事

業
を
展
開
し

繰
入
金
に
頼
ら
な
い
事
業
運

営
を
目
指
し
ま
す

■ 

指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

　

㈶
浜
田
広
介
記
念
館
を
指
定
管
理
者
と
し

て

経
営
効
率
化
と
よ
り
一
層
の
サ

ビ
ス

向
上
に
努
め
ま
す

年
間
１
５
０
万
円
の
経

費
節
減
を
図
り
ま
す

■ 

施
設
の
有
効
活
用

　

平
成
18
年
度
よ
り

ひ
ろ
す
け
ホ

ル
を

活
用
し
た
子
ど
も
の
憩
い
の
場
を
提
供
し
て

い
ま
す

■ 

来
館
者
の
増
加
目
標

　

施
設
の
有
効
活
用
に
よ
り

平
成
17
年
度

比
で

平
成
18
年
度
５
％
増

平
成
19
年
度

　

10
％
増
平
成
20
年
度
15
％
増
を
目
指
し

収
入
増
加
を
図
り
ま
す

　

ま
た

観
光
エ

ジ

ン
ト
と
も
連
携
し

て
増
収
を
図
り
ま
す

■ 

経
営
健
全
化
の
推
進

■ 

計
画
期
間

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度

■ 

保
有
土
地
の
縮
減

平
成
18
年
度
当
初
見
込
み

　

８
億
４
２
０
０
万
円

　
　
　

↑

平
成
22
年
度
末
見
込
み

　
　

２
億
６
０
０
万
円

■ 

平
成
18
年
度
当
初
の
主
な
保
有
地

◇
国
道
13
号
糠
野
目
自
歩
道
事
業

◇
町
道
中
央
線
改
良
事
業

◇
旧
高
畠
高
校
跡
地

◇
糠
野
目
大
通
線
事
業

◇
西
町
西
工
業
団
地
用
地

◇
消
防
庁
舎
移
転
予
定
地

■ 

平
成
18
年
度
当
初
の
主
な
５
年

    

以
上
保
有
地

◇
国
道
13
号
糠
野
目
自
歩
道
事
業

◇
町
道
中
央
線
改
良
事
業

◇
西
町
西
工
業
団
地
用
地

◇
消
防
庁
舎
移
転
予
定
地

■ 

供
用
済
土
地
の
解
消

　

平
成
22
年
度
末
ま
で
に
公
社
保
有
土
地
に

係
る
供
用
済
土
地
を
解
消
し
ま
す

■ 

不
用
と
な

た
公
共
用
地
の

    

民
間
へ
の
売
却

下
水
道
（
農
集
排
・

　
　

特
定
排
水
含
む
）

事
業

訪
問
看
護
事
業

浜
田
広
介
記
念
館

（
三
セ
ク
）

土
地
開
発
公
社

　

「
高
畠
町
土
地
開
発
公
社
経
営
５
カ
年
計

画
」
に
基
づ
き

積
極
的
な
経
営
健
全
化
に

対
す
る
取
り
組
み
と
更
な
る
総
合
的
な
土
地

25

対
策
の
推
進
に
努
め
ま
す

　

金
と
維
持
管
理
費
負
担
割
の
見
直
し
を
図

　

り
ま
す

　

平
成
16
年
度
78
・
３
％

　
　

←
平
成
21
年
度
85
・
０
％

　

ま
す

◇
高
金
利
対
策
を
活
用
し

公
営
企
業
債
の

　

支
払
利
息
の
削
減
を
図
り
ま
す

3     2008.4   

■ 
主
な
給
与
制
度
改
革
等

　

職
務
職
階
制
度
の
厳
格
な
運
用

変
形
勤

務
体
系
の
確
立
に
つ
い
て
は

平
成
20
年
度

中
に
実
施
予
定
で
す

　

人
事
評
価
制
度
に
よ
る
能
力
給
制
度

早

期
退
職
勧
奨
制
度
に
つ
い
て
は

平
成
20
年

度
中
に
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す

民
の
皆
様
に
わ
か
り
や
す
い
町
政
実
現
を
目

指
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
な
医
療
提
供
の
た
め
医
師
の

確
保
等
に
よ
る
安
定
経
営
に
努
め
ま
す

◇
平
成
18
年
度

確
保
で
き
ま
せ
で
し
た

◇
平
成
19
年
度

皮
膚
科
の
新
設
を
行
い
ま

　

し
た

◇
平
成
20
年
度

外
科
・
整
形
外
科
の
医
師

　

確
保
を
目
指
し
ま
す

◇
平
成
21
年
度

眼
科
の
医
師
確
保
を
目
指

　

し
ま
す

■ 

特
殊
勤
務
手
当
の
見
直
し

　

平
成
17
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
ま
す

平
成
16
年
度
と
比
較
す
る
と
毎
年
５
２
４
万

円
の
財
政
効
果
を
図

て
い
ま
す

　

住
民
サ

ビ
ス
の
向
上

行
政
コ
ス
ト
の

削
減
に
努
め
ま
す

■ 

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

■ 

役
場
窓
口
開
庁
時
間
の
延
長

　

日
曜
日
開
庁
の
実
施
な
ど

平
成
20
年
度

中
に
実
施
予
定
で
す

■ 

公
共
施
設
の
イ
ン
タ

ネ

ト
予
約

    

シ
ス
テ
ム

　

イ
ン
タ

ネ

ト
か
ら
町
へ
の
申
請
・
届

出

公
共
施
設
の
予
約
状
況
の
閲
覧
は

平

成
19
年
４
月
か
ら
運
用
を
開
始
し
て
い
ま

す■ 

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
活
用
に
よ
り

町

■ 

指
定
管
理
者
制
度
活
用
の
ほ
か

事
務                 

　

事
業
の
民
間
委
託
化
は
町
民
の
利
便
性
に
　

  

　

配
慮
し
て
進
め
ま
す

■ 

財
政
見
通
し

　

平
成
18
年
度
か
ら
平
成
21
年
度
ま
で
の
４

年
間
が
最
も
財
源
が
不
足
し

厳
し
い
財
政

運
営
を
強
い
ら
れ
る
期
間
と
さ
れ

経
費
節

減
等
に
努
め
て
い
ま
す

■ 

医
師
の
確
保

■ 

医
業
収
入
の
確
保

　

医
師
確
保
お
よ
び
土
曜
診
療
の
実
施

医

療
療
養
病
棟
の
安
定
化

健
診
部
門
の
強
化

等
に
よ
り
医
業
収
入
の
確
保
に
努
め
ま
す

■ 

支
出
経
費
の
削
減

　

平
成
17
年
度
職
員
数
１
３
１
人
を
平
成
21

年
度
ま
で
に
１
２
１
人
と
し

人
件
費
の
圧

縮
を
図
り
ま
す

調
理
業
務
の
民
間
委
託
化

に
よ
り
年
間
１
５
４
０
万
円
の
節
減
効
果
を

図

て
い
ま
す

■ 

事
務
事
業
の
効
率
化
等

　

平
成
19
年
10
月
の
綱
木
川
ダ
ム
受
水
開
始

に
よ
り
区
域
の
見
直
し
を
行
い

水
資
源
の

有
効
活
用
を
図
る
と
と
も
に

和
田
地
区
簡

易
水
道
事
業
を
統
合
し
事
務
の
効
率
化
を
図

り
ま
し
た

■ 

収
入
の
確
保
と
経
費
節
減
等

◇
平
成
19
年
度
県
水
受
水
に
よ
り
料
金
の
見

　

直
し
を
行
い

平
成
19
年
11
月
分
か
ら
料

　

金
の
引
き
下
げ
を
行
い
ま
し
た

◇
未
収
金
の
徴
収
対
策
を
充
実
し

料
金
収

　

納
の
強
化
を
図
り
ま
す

◇
老
朽
管
更
新
や
給
配
水
管
の
漏
水
調
査
を

　

行
い

有
収
率
の
向
上
に
努
め
ま
す

◇
企
業
手
当
な
ど
の
特
殊
勤
務
手
当
の
支
給

　

凍
結
に
よ
り
職
員
人
件
費
の
抑
制
を
図
り

町
民
サ

ビ
ス
の
強
化

民
間
委
託
等
の
推
進

経
費
節
減
等
の
効
果

病 

院 

事 

業

水
道
（
簡
易
水
道
含
む
）

事
業

24
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～  公立高畠病院外来診療体制  ～

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

内　
　
　

科

午　

前

１診 神 部 裕 美 金 子 正 幸 金 子 正 幸 神 部 裕 美 金 子 正 幸 第
２
八 巻 通 安

２診 八 巻 通 安 川 並 透 八 巻 通 安 八 巻 通 安 八 巻 通 安 板 橋 琢 郎
３診 板 橋 琢 郎 板 橋 琢 郎 五十嵐　雅彦 板 橋 琢 郎 板 橋 琢 郎 第

４
金 子 正 幸

４診 五十嵐　彰 五十嵐　彰 石 川 友 美 五十嵐　彰 五十嵐　彰 五十嵐　彰
５診 須 田 　 嵩 神 部 裕 美 須 田 　 嵩 神 部 裕 美

午　後 ○今田恒夫 ☆加藤教授近 藤 廉 平
外科 午　前 須 田 　 嵩 山形大学医師 須 田 　 嵩 山形大学医師 粕 川 俊 彦 粕 川 俊 彦

整形外科 午　前 伊 藤 和 生 菅 原 正 登 杉 田 　 誠岩 崎 　 聖

産婦人科 午　前 小 川 哲 司 小 川 哲 司 小 川 哲 司 ○ 小川哲司 小 川 哲 司 小 川 哲 司
午　後

眼科 午　前 中野早紀子 上 領 　 勝

皮膚科 午　後 ◎鈴木教授
●村田壱大

泌尿器科 午　前 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 山形大学医師

人工透析 日　中 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉 谷 　 健 泉谷　健（毎週）
夜間

その他
内視鏡 金 子 正 幸 橘　比奈子 金 子 正 幸 橘　比奈子
ド
ッ
ク

午前 神 部 裕 美 須 田 　 嵩 神 部 裕 美 神 部 裕 美 神 部 裕 美 開院土曜日は９時から

午後 神 部 裕 美 須 田 　 嵩 神 部 裕 美 神 部 裕 美 神 部 裕 美
○第１、３週　◎第２週　●第４週　☆月１回

※受付時間／午前８時30分～午前11時30分（内科のみ12時まで）　再来機での受付は午前８時から
　　　　　　午後１時30分～午後３時30分（内科特診、産婦人科、皮膚科）
※処方箋（薬）の電話予約／午前９時～午前11時30分まで　☎（52）５１７８
　　　　　　　　　　　　　（高畠病院では、全診療科とも院外処方となります）
※緊急手術等で休診になる場合がありますので、ご了承願います。
※内科の今田医師（木曜日）、加藤医師（金曜日）は完全予約です。

☎（52）１５００

公
立
高
畠
病
院
に

新
し
い
医
師
が
着
任
し
ま
し
た

　　　  《乳癌 ! 心配する前にまず検診》
　一般外科のほか、乳腺外科（乳ガン）を専門
としております。
　保健・福祉・医療の連携を一層推進し、町
民の皆様の健康の増進・疾病の治療・ＱＯＬ
（生命・生活・人生の質）の向上に役立てるよ
う努力してまいります。どうぞよろしくお願
いいたします。

　一般内科のほか、糖尿病や高脂血症、肥満、
最近話題となっているメタボリック症候群
等、糖尿病・代謝疾患を専門としております。
　ぜひお気軽にご相談ください。

保健医療統括監（外科医師）

須
す

　田
だ

　　嵩
たかし

　医師
内科医師

神　部　裕
ゆ

　美
み

　医師
じ　ん　ぶ

3     2008.4   3

  

    こんにちは！　
高畠病院です

    こんにちは！    こんにちは！　　
高畠病院です高畠病院です

今月のテーマ今月のテーマ

「気をつけたい「気をつけたい
感染性胃腸炎」感染性胃腸炎」

Ｕ

5
月
の
土
曜
開
院
日
は

10
日
・
24
日
で
す

〜
細
菌
性
を
中
心
に
〜

　

感
染
性
胃
腸
炎
と
は
、
多
種
多
様
の
原
因

に
よ
る
も
の
を
含
む
症
候
群
で
あ
り
、
主
な

病
原
体
は
、
細
菌
・
ウ
ィ
ル
ス
・
寄
生
虫
が

原
因
と
な
り
ま
す
。

　

突
然
下
痢
を
し
た
り
、
お
腹
が
痛
く
な
っ

た
り
す
る
と
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
食
あ
た
り
で

は
？
と
心
配
さ
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

細
菌
性
の
胃
腸
炎
が
疑
わ
れ
る
場
合
、
臨

床
検
査
科
に
依
頼
さ
れ
る
検
査
に
便
検
査
が

あ
り
ま
す
。
下
痢
を
起
こ
す
細
菌
が
検
出
さ

れ
な
い
か
、
ま
た
感
染
性
胃
腸
炎
の
ウ
ィ
ル

ス
の
抗
原
が
陽
性
に
な
ら
な
い
か
等
の
原
因

を
解
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

原
因
が
分
か
れ
ば
対
応
や
処
置
は
的
確
に

お
こ
な
わ
れ
、
症
状
の
改
善
に
つ
な
が
り
ま

す
。
原
因
を
追
究
す
る
検
査
は
非
常
に
大
切

に
な
り
ま
す
。
原
因
を
追
究
す
る
際
に
大
事

な
こ
と
は
、
ど
ん
な
も
の
を
食
べ
た
か
、
い

つ
か
ら
症
状
が
あ
っ
た
の
か
、
下
痢
の
回
数

や
嘔
吐
、
発
熱
、
ま
た
周
り
の
人
に
同
じ
症

状
の
人
が
い
な
い
か
等
を
正
確
に
医
師
に
伝

え
る
こ
と
で
す
。
そ
し
て
、
自
分
の
便
を
よ

く
観
察
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

◇
便
に
血
が
混
じ
っ
て
い
な
い
か
？

　

赤
痢
菌
や
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー
、
腸
管
出

　

血
性
大
腸
菌（
Ｏ
‐
１
５
７
な
ど
）

◇
米
の
と
ぎ
汁
様
で
な
い
か
？

　

コ
レ
ラ
菌

◇
水
様
便（
黄
褐
色
、
腐
敗
臭
）で
な
い
か
？

　

腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
毒
素
原
性
大
腸
菌

◇
岩
海
苔
状
で
な
い
か
？

　

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
便
の
性
状
か
ら
病
気

の
推
測
に
役
立
て
ら
れ
る
情
報
で
す
。
例
外

も
多
数
あ
る
の
で
確
定
し
た
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
し
、
細
菌
性
に
よ
る
も
の
だ
け
で
は
な

い
こ
と
も
念
頭
に
置
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
こ
の
様
な
便
が
観
察
さ
れ
た
ら
早
め
に

受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

便
だ
け
で
な
く
、
食
事
内
容
に
よ
っ
て
も

検
出
さ
れ
る
菌
の
種
類
に
違
い
が
見
ら
れ
ま

す
。

①
サ
ル
モ
ネ
ラ
菌

　

生
肉
、
生
レ
バ
ー
、
食
肉
加
工
品
、
自
家

　

製
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
、
た
ま
ご
な
ど
菌
の
付
着

　

し
た
も
の
、
み
ど
り
亀
か
ら
の
持
ち
込
み

公立高畠病院臨床検査科長

梅　津　敏　郎

②
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ

　

近
海
の
魚
介
類
、
赤
貝
、
あ
お
や
ぎ
、
魚

　

介
類
調
理
後
の
包
丁
、
ま
な
板

③
カ
ン
ピ
ロ
バ
ク
タ
ー

　

生
肉（
鶏
肉
な
ど
）

④
病
原
大
腸
菌（
Ｏ
‐
１
５
７
な
ど
）

　

生
レ
バ
ー
、
ハ
ン
バ
ー
グ（
ア
メ
リ
カ
）、

　

生
サ
ラ
ダ（
菌
の
付
着
し
た
食
材
）汚
染
さ

　

れ
た
水

　　

そ
の
他
に
も
細
菌
性
の
胃
腸
炎
を
起
こ
す

菌
は
い
く
つ
か
あ
り
ま
す
が
、
十
分
に
予
防

で
き
る
も
の
で
す
か
ら
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

食
事
前
、
調
理
を
す
る
前
は
必
ず
手
を
洗

　

い
ま
し
ょ
う
。

　

調
理
器
具
は
、
食
材
ご
と
に
別
に
し
て
熱

　

湯
消
毒
し
ま
す
。

　

特
に
ま
な
板
や
包
丁
は
食
材
に
よ
っ
て
使

　

い
わ
け
ま
す
。

　

調
理
し
た
後
は
、
で
き
る
だ
け
早
く
食
べ

　

ま
し
ょ
う
。

　

冷
蔵
庫
は
過
信
せ
ず
上
手
に
保
存
し
ま
し

　

ょ
う
。

　

調
理
器
具
は
洗
浄
後
速
や
か
に
乾
燥
さ
せ

　

ま
し
ょ
う
。

　

細
菌
を
不
活
性
化
さ
せ
る
の
に
最
も
効
果

　

が
高
い
の
は
加
熱
す
る
こ
と
で
す
。

　

食
品
は
中
心
部
ま
で
十
分
過
熱
（
85
度
・

　

１
分
間
以
上
）。
中
心
部
ま
で
の
加
熱
は

　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
に
も
有
効
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
気
温
も
上
昇
し
細
菌
も
増

え
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
す
。
体
力
が
衰
え

な
い
よ
う
栄
養
に
は
十
分
気
を
配
り
、
も
し

感
染
性
の
胃
腸
炎
か
な
と
感
じ
た
ら
、
早
め

に
受
診
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１
．
菌
を
つ
け
な
い
（
清
潔
）

２
．
菌
を
増
や
さ
な
い（
迅
速
、冷
却
、

　
　

乾
燥
）

３
．
菌
を
殺
す
（
加
熱
な
ど
）
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悩まず、迷わず、まず相談‼５月の相談５月の相談
相　談　名 内　　容 相談日・曜日 時　　間 場　　　所 問 合 せ 先

一 般 心配ごと・困りごと 毎週水曜日
７日、14日、21日、28日 ９：00～15：00

老人福祉センター
老 人 福 祉 セ ン タ ー
（町社会福祉協議会）

☎51 1008

人 権 男女差別・いじめ・
プライバシー侵害等

第１・３水曜日
７日、21日 ９：00～12：00

行 政 公共機関に対する
苦 情 ・ 要 望

第２・３水曜日
14日、21日 13：00～15：00

法 律
(予 約 制）各 種 法 律 相 談 第４水曜日

28日 13：30～15：30

教 育
(予 約 制）

子育て・学校生活
上の心配ごと等 随時 教育委員会学校教育課

☎52 4474

農 地 農 地 関 係 の
困 り ご と 等 ７日㈬  9：00～12：00 役場農業委員会 農 業 委 員 会 事 務 局

☎52 4479

物 忘 れ 認知症高齢者の
介護に関する相談

随時（専門の医師によ
る相談は後日調整） ８：30～17：00 地域包括支援センター（げんき館内）

地域包括支援センター
☎52 4495

女 性 健 康
(予 約 制）

妊 娠・不 妊・
婦 人 科 疾 患 等

毎週火曜日
13日、20日、27日 13：00～14：00 置賜保健所相談室 置賜保健所地域保健予防課

☎22 3205

思春期・青年
期こころの
相談（予約制）

思春期・青年期に見ら
れる社会的ひきこも
りや不登校・摂食障害

第１金曜日
２日 13:30～

置 賜 保 健 所
置賜保健所地域保健予防課

☎22 3015
こころの健康
(予 約 制）うつ等、心に関する健康

第２木曜日
８日 14:30～

せ 先

５
月
は
納
税
強
化
月
間
で
す

平
成
19
年
度
課
税
の
町
税
・
国
保
税
で

　
　

納
め
忘
れ
や
未
納
の
あ
る
方
は
至
急
納
付
願
い
ま
す
。

町
税
お
よ
び
国
保
税
は
、
高
畠
町
の
財
政
運
営
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

加
入
者
の
医
療
費
に
使
わ
れ
る
大
切
な
財
源
で
す
。
町
民
の
皆
様
の
生

活
を
守
る
た
め
，
納
め
忘
れ
や
未
納
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

町
税
等
の
納
付
は口

座
振
替
で
！

安
全
・
安
心
・
便
利
な

※
口
座
振
替
の
申
し
込
み
は
町
内
の
金
融
機
関
ま
で

町
税
・
国
保
税
の
未
納
を
な
く
し

　
　
　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る

高
畠
町
に
し
ま
し
ょ
う

（
口
座
振
替
日
が
納
期
限
日
に
な
り
ま
し
た
の
で
、 

口
座
の
残
高
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
）

税
務
課
収
納
管
理
室　

☎
52
２
０
５
４
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定
例
監
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ

定
例
監
査
結
果
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

し
ま
す

▼
監
査
の
対
象

　
　

平
成
19
年
度
に
お
け
る
町
の
財

　

務
に
関
す
る
事
務
の
執
行
（
特
に

　

需
用
費
、
備
品
購
入
費
の
支
出
）

　

お
よ
び
経
営
に
係
る
事
業
の
管
理

　

が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
に
つ

　

い
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

▼
監
査
を
実
施
し
た
課
等

　

企
画
課
、
健
康
福
祉
課
、
議
会
事

　

務
局
、
出
納
課
、
二
井
宿
保
育
園
、

　

農
林
課
、
農
業
委
員
会
、
上
下
水

   

道
課　

▼
監
査
委
員

　
　

監
査
を
実
施
し
た
委
員

　
　
　

照
井
悦
雄

　
　
　

阿
部
鶴
義

▼
監
査
の
結
果

　
　

監
査
の
対
象
と
な
っ
た
財
務
に

　

関
す
る
事
務
の
執
行
に
つ
い
て
は
、

　

お
お
む
ね
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

　

と
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

な
お
、
予
算
執
行
に
あ
た
っ
て

　

は
よ
り
適
正
に
行
い
住
民
サ
ー
ビ

　

ス
の
向
上
に
努
め
る
こ
と
や
事
務

　

の
効
率
化
を
図
り
職
員
負
担
の
軽

　

減
お
よ
び
コ
ス
ト
意
識
の
改
善
に

　

努
め
る
こ
と
な
ど
の
ほ
か
、
特
に

　

施
設
の
維
持
管
理
と
運
営
に
あ
た

　

っ
て
は
、
危
機
管
理
に
関
す
る
事

　

務
処
理
に
つ
い
て
、
事
実
の
発
生

　

か
ら
完
結
す
る
ま
で
の
手
続
を
明

　

確
に
行
う
よ
う
改
善
が
求
め
ら
れ

　

ま
し
た
。

月

５
12
19
26

高畠町立図書館
☎（52）4493

こ
ど
も
の
本

お
と
な
の
本

に行かなくちゃ！

開館時間／
火曜日から金曜日
　９時～19時
土・日曜日・祝日
　９時～17時

＜おはなし会＞
５月10日㈯
10時30分～
町立図書館にて

高畠町立図書館
◎５月の休館日

●は休館日

火

６
13
20
27

日

４
11
18
25

土
３
10
17
24
31

金
２
９
16
23
30

水

７
14
21
28

木
１
８
15
22
29

　今月の「企画展」
『４月は本の月です！！』
　４月23日から５月12日は「こども読書週間」
　たくさんの児童書を展示しています。お気に
入りの１冊を見つけてくださいね。

図 書 館

★一瞬でいい
唯川恵　毎日新聞社

★新・御宿かわせみ
平岩弓枝　文藝春秋

★新世界より（上・下）
貴志祐介　講談社

★あまくておいしい！砂糖を使わな
　いケーキと焼き菓子

主婦と生活社
★親の品格

坂東真理子　ＰＨＰ研究所
★魔女の盟約

大沢在昌　文藝春秋
　忌まわしい事件に決着をつけた水
原は、実は巨大な陰謀に利用されて
いたことを知る。韓国で知り合った
女性捜査官・白理とともに日本に
戻った水原は、真実を暴く戦いに挑
む。

☆なわとびしましょ
長谷川義史　学研

☆ぼくはかさ
せなけいこ　ポプラ社

☆かんたんせんせいとライオン
斉藤洋　講談社

☆ジュディ・モード、未来を占う
メーガン・マクドナルド　小峰書店
☆タイムトラベラー
リンダ・バックリー・アーチャー
ソフトバンククリエイティブ

☆あなたがとってもかわいい
みやにしたつや　金の星社

　わたしはいつまでも、いつまでも、
あなたのおかあさんだから、あなた
がとっても、とっても、かわいい…。
親が子を思うきもちは、いつまでも、
どんなときも、かわらない。人気絵
本作家がすべての親子に贈る「愛の
絵本」。

町立図書館

◇子どもの本を無料でブックコート（1人1冊）　９時～16時

◇お話会　10時～10時30分

◇昔ばなしのスクリーン上映会　１回目：10時30分～　２回目：15時～

子ども読書まつりを開催（４月27日㈰・図書館にて）

　

法
令
お
よ
び
年
間
監
査
計
画
に
基
づ
き
、
平
成
19
年
度
第
２
回

定
例
監
査
が
平
成
20
年
１
月
７
日
か
ら
３
月
28
日
ま
で
の
期
間
で

次
の
と
お
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

仙台市科学館と
八木山動物公園の旅

第21回 まほろば町民号
つばさで行こう！

《旅行料金》
　大人７，８００円（中学生以上）
　子供５，８００円（小学生）
　幼児３，８００円（小学生未満）
　乳児　８００円（３歳未満）
※料金には、交通費・昼食代・保険
　代のほかに、中学生以下へのおや
　つ代が含まれます。

詳しい内容は
お問い合わせください。

高畠町観光協会（太陽館内）

☎（57）３８４４7
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　縄文時代の遺跡から見つかった子どもの手形。
大昔も子どもの成長を願って作ったのでしょう
か。赤ちゃんの「手形付き土製品」を作って、縄
文時代から変わることのない、子どもを思う気持
ちを記念に残してみませんか。

▼期間／５月２日㈮～６日㈫

▼時間／９時～16時（製作時間は約15分）

▼対象年齢／０歳～２歳　 ▼料金／ 300 円

▼持ち物／手を拭くハンカチなど

▼その他／○予約が必要です。事前に資料館まで
　ご連絡ください。○作品は焼き上げ完了（約２
　カ月）後のお渡しとなります。

考古資料館５月のイベント

　柔らかい石を使ってまが玉を、竹を使って弓矢
を作ります。古代人のもの作りを体験してみませ
んか。

▼日時／５月 10 日㈯　９時～ 15 時
　　　　（作業時間は 1時間程度）

▼対象／小学校４年生以上

▼料金／勾玉・弓矢　各２００円

▼服装・持ち物／汚れてもいい服装、エプロン、
　軍手、タオル等

赤ちゃん手形をつくろう 勾玉・弓矢をつくろう

★会場・問合せ先★
　山形県立うきたむ風土記の丘考古資料館
　☎（52）２５８５

浜田広介記念館「春の童話まつり」
　ゴールデンウィーク恒例となった“春の童話まつり”。楽しいイベントが盛りだくさんです。

ぜひおいでください。（４月28日㈪～５月６日㈫は連日開館いたします）

「フラダンスを踊ろう！」（有料）
　出演／KAHULa O HAWAII
　開場／ 13時30分　開演／ 14時

「ミュージカル」
　出演／置賜農業高校演劇部
　開演／午前の部：11時　午後の部：13時30分：13時30分

「紙芝居・朗読・昔語り」
　出演出演／浜田広介記念館友の会、ひろすけ童話を
　　　　読む会、高畠おはなしキャラバンりぼん、
　　　　雲井倫子さん
　開演開演／午前の部：11時　午後の部：13時30分
   

　“春の童話まつり”に参加しませんか？イベン
トのお手伝いのボランティア、出店をしていただ
ける方を募集します。みんなで童話まつりを盛り
上げましょう。
　詳しくは、浜田広介記念館までお問い合わせく
ださい。

▼期間／５月３日㈯～５日㈪

▼申込締切／４月27日㈰ 

◎期間／５月３日㈯～６日㈫
◎会場・問合せ先／浜田広介記念館
　　　　　　　　    ☎（52）３８３８

資料館５月のイ資資資資資資資資資古資古資古資古古古古古古古古古考古考古考古考考考考考考考考考考考考 のイのイイイベイベイベイベイベベンベンベンベンベントントントントントトトト考考考考考考考考考考考考考古古古古考古古古古 ントトトトトトトト

たかはたの春たかはたの春は、は、イベントイベントがが目白押し！目白押し！

３
５

31
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桜
の
つ
ぼ
み
も
少
し
ず
つ
ふ
く
ら
み
始

め
、
い
よ
い
よ
「
春
」
到
来
で
す
!!

　

《
高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
》
を

み
な
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
？

　

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
総
合
交
流
プ
ラ
ザ

の
中
に
あ
る
、親
子
で
遊
べ
る
施
設
で
す
。

広
い
ス
ペ
ー
ス
に
は
す
べ
り
台
や
ボ
ー
ル

プ
ー
ル
、
キ
ッ
チ
ン
セ
ッ
ト
に
自
動
車
、

絵
本
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
、
か
わ
い
い
ト
イ

レ
や
授
乳
室
も
あ
り
ま
す
。
自
由
に
来
所

で
き
ま
す
の
で
、
気
軽
に
顔
を
見
せ
て
く

だ
さ
い
ね
。

　

時
間
は
９
時
30
分
〜
12
時
が
午
前
の

部
、
13
時
〜
16
時
が
午
後
の
部
に
な
っ
て

い
ま
す
。
午
前
・
午
後
と
も
に
最
後
の
30

分
は
お
楽
し
み
の
時
間
も
あ
る
よ
！
み
ん

な
で
歌
を
歌
っ
た
り
、
体
操
を
し
た
り
、

読
み
聞
か
せ
も
あ
る
の
で
、
ぜ
ひ
、
足
を

運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　

子
ど
も
は
、
子
ど
も
同
士
遊
ぶ
中
で
育

ち
合
い
、
大
き
く
成
長
し
ま
す
。
お
母
さ

ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
は
た
く
さ
ん
の
お
友

だ
ち
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
ね
！
！

「
春
、
到
来
で
す
」

問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
児
童
福
祉
室　

☎
52
１
１
１
６

高
畠
町
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▲みんなでお歌 ▲へびになってニョロニョロ

満
一
歳
に
な
る
お
子
さ
ん
を
募
集
し
ま
す

　
　
（
５
月
号
に
掲
載
す
る
の
は

平
成
19
年
５
月
中
に
生
ま
れ
た
お
子
さ
ん
で
す
）

●
申
込
締
切
／
５
月
７
日
㈬　
　

●
申
込
み
先
／
町
企
画
課
広
聴
広
報
グ
ル
ー
プ

　

☎
52
４
４
７
６

（
応
募
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
の
デ
ー
タ
で
も

可
能
で
す
）

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

〜
子
育
て
通
信
〜

《高齢受給者証》
今月受給者証をお送りする方は
　昭和 13年４月２日生～昭和 13 年５月１日生の方
です。
　今月下旬にお送りしますので、ご確認ください。
国保以外の方は、現在加入している健康保険より交
付されます。
《乳幼児医療証》
今月末で更新が必要な方は
　新６歳児／平成14年４月２日生～平成14年５月１日生
　新５歳児／平成15年４月２日生～平成15年５月１日生
　新４歳児／平成16年４月２日生～平成16年５月１日生

　新３歳児／平成17年４月２日生
　　　　　～平成17年５月１日生
　新２歳児／平成18年４月２日生
　　　　　～平成18年５月１日生
　新１歳児／平成19年４月２日生～平成19年５月１日生

▼持ち物／①お子さんの健康保険証②印鑑（スタン
　プ印以外）③扶養者の平成 18年分の所得のわか
　るもの（平成 19 年１月１日に高畠町に住所が無
　い方）

▼申請受付期間／４月23日㈬～５月７日㈬

▼申請・問合せ先／町国保介護課医療給付グループ
☎52１３２７

今月の医療証

30
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　従来、固定資産税の納税通知書および納付書は５月 15 日ごろに発送していましたが、本年は、
納税額を早くお知らせすることにより、納税の利便性が向上できるよう、５月８日ごろ発送いたし
ますので、ご理解・ご協力くださいますようお知らせいたします。
　また、納期の前であっても納税することができます。

第
１
期

納 期 ５月15日㈭～
　　６月２日㈪

第
３
期

納 期 ９月16日㈫～
　　９月30日㈫

口座振替日  ６月２日㈪ 口座振替日 ９月30日㈫

第
２
期

納 期 ７月15日㈫～
　　７月31日㈭

第
４
期

納 期 11月17日㈪～
　　12月１日㈪

口座振替日  ７月31日㈭ 口座振替日 12月１日㈪

平成 20年度　固定資産税納期および口座振替日

固定資産税の納税通知書および納付書の発送日のお知らせ
問合せ先／町税務課課税管理室☎（52）２０７８

犬の登録と予防注射 

▼狂犬病予防注射日程
期　日 時　　間 場　　　所

５月９日㈮ 10：00 ～ 11：00 二井宿地区公民館
13：30 ～ 15：00 屋 代 地 区 公 民 館

５月12日㈪ ９：30 ～ 11：00 糠野目生涯学習館
５月13日㈫ ９：30 ～ 11：00 町営駐車場（旧高畠病院跡）

５月14日㈬ 10：00 ～ 11：30 和 田 地 区 公 民 館
13：30 ～ 14：30 亀 岡 地 区 公 民 館

６月１日㈰ ９：30～ 10：30 中 央 公 民 館

▼狂犬病予防注射代／ 3,100 円（当日持参）

▼新規登録／印鑑と登録料 3,000 円をご持参ください。

◇動物の本能、習性および生理をよく理解して飼う
◇最後まで責任をもって飼う
◇犬や猫の繁殖制限に努める
◇生活環境を害することのないよう責任をもつ
◇動物の所有者を明らかにするよう鑑札を着用する
　こと
◇放し飼いはしない
◇フンは持ち帰る

　一昨年、国内において狂犬病による発症・死亡が確認されました。
狂犬病になったら、対処処置がありません。飼い主の責任問題にも
発展します。
　必ず狂犬病予防接種を受けましょう。

問合せ先／町住民生活課環境推進室　☎（52）１５９６

《これだけは守りたい飼い主の義務》
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平
成
20
年
度　

高
畠
町
春
季
消
防
演
習

　

今
年
の
高
畠
町
春
季
消
防
演
習
の

火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
は
、
４
月
27
日
㈰

屋
代
地
区
・
一
本
柳
地
内
で
行
わ
れ

ま
す
。

　

当
日
は
、
サ
イ
レ
ン
と
警
鐘
が
鳴

り
ま
す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

演
習
会
場
付
近
で
は
交
通
規
制
が
行

わ
れ
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
を
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
日
夜
活
動
を
続
け
て
い
る
高

畠
町
消
防
団
員
の
勇
姿
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

《
火
災
防
ぎ
ょ
訓
練
》

▼
時
間
／
８
時
開
始

▼
場
所
／
屋
代
地
区（
一
本
柳
地
内
）

《
式　

典
》

▼
時
間
／
10
時
開
始

▼
場
所
／
第
二
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

▼
応
募
資
格
／
高
畠
町
に
在
住
す
る

　

中
学
３
年
生
・
高
校
生
で
、
外
国

　

の
文
化
や
生
活
に
興
味
が
あ
り
、

　

協
調
性
に
富
み
団
体
行
動
の
で
き

　

る
方
。
６
月
中
旬
か
ら
出
発
前
ま

　

で
、
７
回
程
度
の
事
前
研
修
に
参

　

加
で
き
る
方
。（
過
去
に
お
い
て

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

中
・
高
生
夏
休
み
海
外
派
遣

高
畠
町
人
材
養
成
事
業

参
加
者
募
集
！

参
加
者
募
集
！

　

こ
の
事
業
に
よ
る
派
遣
を
受
け
た

　

方
は
除
く
）

▼
募
集
人
員
／
12
人

▼
自
己
負
担
金
／
研
修
費
用
10
万
円

　
（
た
だ
し
、
渡
航
手
続
き
費
用
・

　

個
人
的
経
費
等
は
別
途
か
か
り
ま

　

す
）

▼
応
募
方
法
／
①
海
外
派
遣
員
申
請

　

書
②
学
校
長
・
保
護
者
の
承
諾
書

　

③
自
己
ア
ピ
ー
ル
表
を
添
え
て
提

　

出
く
だ
さ
い
。

※
申
込
用
紙
は
中
学
校
、
高
校
、
町

　

社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間
／
４
月
18
日
㈮
〜
５
月

　

13
日
㈫
必
着

▼
派
遣
員
の
選
考
／
書
類
審
査
と
面
接

▼
派
遣
員
の
決
定
／
６
月
上
旬
に
本

　

人
へ
通
知

▼
問
合
せ
先
／
高
畠
町
教
育
委
員
会

　

社
会
教
育
課
☎
52
４
４
８
７

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア（
シ
ン
グ
ル
ト
ン
お
よ
び
シ
ド
ニ
ー
）

７
月
31
日
㈭
〜
８
月
９
日
㈯  

10
日
間

　

豊
か
な
国
際
感
覚
と
国
際
社
会
に
対
応
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

次
代
を
担
う
感
性
豊
か
な
若
者
が
外
国
の
文
化
や
生
活
習
慣
を
肌
で
感
じ
、

外
国
に
対
す
る
知
識
や
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
授
業
参
加
や
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
現
地
自
然
散
策
な

ど
楽
し
く
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

派
遣
地

派
遣
期
間



33     2008.4   

番号 講　　座　　名 担当課
１ 町の台所事情 総 務 課
２ 町特別職員の役割 総 務 課
３ こんな職員なら… 総 務 課
４ 選挙について 選挙管理委員会

５ 町の行財政改革 企 画 課
６ これからの町づくり～総合計画～ 企 画 課
７ 男と女のいい関係 企 画 課
８ 地縁団体のつくり方 企 画 課
９ 町税のしくみ 税 務 課
10 子育て支援と保育サービス 健康福祉課
11 障害者福祉サービス制度 健康福祉課
12 高齢者福祉サービス制度 健康福祉課
13 身体を調える健康体操 健康福祉課
14 メタボリックシンドロームを予防しよう 健康福祉課
15 何をどれだけ食べればいいの？ 健康福祉課
16 歯と歯ぐきの健康づくり 健康福祉課
17 知って実行！乳がん自己検診法 健康福祉課
18 もっと知りたいたばこの話 健康福祉課
19 介護保険制度について　 国保介護課
20 医療保険について 国保介護課
21 新エネルギーって何？ 住民生活課
22 「ごみ」から地球を考える 住民生活課
23 環境にやさしいまちづくりをめざして 住民生活課
24 ごみ分別あれこれ 住民生活課
25 省エネが地球を守る！その１ 住民生活課
26 省エネが地球を守る！その２ 住民生活課
27 知って得する国民年金 住民生活課
28 大掃除はおまかせ 住民生活課
29 食品を選ぶポイント 住民生活課
30 生活排水対策のはなし 上下水道課
31 水道のしくみ 上下水道課
32 農地について 農業委員会

番号 講　　座　　名 担当課
33 農業者年金のすべて 農業委員会
34 食料・農業・農村基本法について 農 林 課
35 食の安全と農薬の安全使用について 農 林 課
36 森林を知ろう 農 林 課
37 商店街を歩いてみよう 商工観光課
38 高畠町の工業 商工観光課
39 観光スポット早わかり 商工観光課
40 たかはたブランドって何？ 商工観光課
41 デマンド交通で出かけよう！ 商工観光課
42 わかりやすい区画整理事業 建 設 課
43 景観づくりのすすめ 建 設 課
44 町道の管理について 建 設 課
45 これからの道路や河川づくり 建 設 課
46 地籍調査測量について 建 設 課
47 子育てを支援します 学校教育課
48 高畠町の文化財 社会教育課
49 高畠町の歴史 社会教育課
50 図書館はこんなところ 社会教育課
51 公民館ア・ラ・カ・ル・ト 社会教育課
52 自治公民館の活用法 社会教育課
53 生涯スポーツの振興と健康体力づくり　その１ 社会教育課
54 生涯スポーツの振興と健康体力づくり　その２ 社会教育課
55 生涯スポーツの振興と健康体力づくり　その３ 社会教育課
56 地域における生涯スポーツの振興 社会教育課
57 家庭教育は大事です 社会教育課
58 ＮＰＯって、なあに？ 社会教育課
59 復活！地域のちから 社会教育課
60 関心ありませんか？　身近な議会のこと 議会事務局
61 いざという時のために 消 防 署
62 災害を未然に防ぐために　その１ 消 防 署
63 災害を未然に防ぐために　その２ 消 防 署
64 健康ですごすために 公 立 高 畠 病 院

　「高畠町まちづくり出前講座」は町職員が、「たかはた町民講座」は知識や技術を持った町民が講師とな
り、皆さんの生涯学習をサポートします。講座の詳しい内容、申込方法などは、町社会教育課までお問い

合わせください。

問合せ先／町社会教育課社会教育室☎（52）４４８７

高畠町まちづくり出前講座＆たかはた町民講座

平成20年度　高畠町まちづくり出前講座メニュー
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番号 講　　座　　名 講師氏名 内　　　　　　　　　　容

１
濱田広介の世界
文学入門（古典・現代文学）

冨 樫 　 徹
浜田広介の研究
古典から近現代文学までの初歩

２ 万葉の歌人たち 梅 津 重 郎 短歌全般
３ 楽々俳句講座 荒 井 俊 二 初歩・基礎から俳句一般
４ 楽しい俳句 佐 藤 君 依 俳句指導
５ 楽しい茶の湯 大 浦 と し 茶道の実技指導（わかり易く楽しみながら）
６ やさしい茶道 渡 部 雅 子 茶の湯の基本と気くばりの茶
７ 暮らしの作法・お茶 佐 藤 京 子 茶道　お茶会時の作法、千家茶道の作法（初級 )
８ 和・空・閑 梅 津 典 子 煎茶道教室（煎茶道方円流）

９ 和服・聞く・着る講座 伊 藤 敬 子
着物着付け実技指導（女性)、着物の知識について（講義)、
着付け（男女を問わず)

10
生け花～楽しく過ごす創作時間～
詩吟教室～心身ともに健康に～

佐 藤 静 子
生花：小学３年生～高齢者まで
詩吟：幼稚園児～高齢者まで

11 押し花クラブ 小野まつ子
押花での小物作り（コースター、しおり、皿絵、額絵)
草木のつるなどを使いドライフラワーアレンジ

12 四季の彩り 古 川 キ エ 草月流生け花の指導

13
伝統文化を大切に
～生け花～

中 村 康 子
美しい花に手を加えて更に美しく活ける楽しさ花のない
生活が寂しくなる。楽しくなる花の活け方

14 人生楽しく・わくわく講座 菊 地 剛 謙 話して欲しい内容については、ご相談ください。

15 くらし・いきいき 平 　 謙 雄
詩吟（漢詩、和歌､俳句､新体詩)、青少年健全育成（幼～青
年､保護者)、高齢者の生き方

16 金剛流小謡講座 髙 橋 　 博 祝儀時の謡（結婚式・新築・上棟・歳祝）
17 謡曲 星 　 吉 郎 金剛流

18 踊りで健康講座 遠 藤 い ち
踊りで体力づくり、スポーツ民踊、民踊で生きがいと健
康づくり

19
暮らしに潤い
～レッツ！ミュージック～

奥 山 　 衛
文化琴（短琴) の指導、吹奏楽の指導（合奏､トランペット)、
合唱や歌唱指導、コンピュータミュージックの指導、パ
ソコン指導全般

20 藤本流・三味線 藤 本 繁 一 童謡・唱歌・歌謡曲・民謡・俗曲、唄と三味線・弾き語り
21 楽しい「かっぽれ」 加 地 　 寛 「かっぽれ ｣踊り指導
22 菊作り講座 髙 橋 信 次 菊作り全般

23 大菊づくり講座 髙 橋 幸 雄

さし芽４月下旬～５月上旬作業実技、小鉢・大鉢揚実技
講習ならび管理、生育管理および施肥の方法、８月下旬
から９月上旬シェード実施、輪台付作業の実技実施等（10
月～11月）

24 絵画教室 原 田 春 二 絵画（洋画～水彩・油絵・多色版画）、彫塑（レリーフなど）

25 高畠を撮る 竹 田 恵 一
初心者へのビデオ撮影方法やパソコンによる編集 DVDへ
の書込み方

26
生活習慣病を防ぐ粗食＆適
度な運動講座

髙 梨 和 雄
食料の調達方法、里山散策、運動の指導、料理指導等（季
節の野菜・雑穀・薬草・山菜・木の実・木の葉等）

27 天気図読み書き講座 髙 井 雄 司 天気図の書き方・読み方、天気予報の基礎
28 むか～し、あったけど 佐 藤 吉 雄 町内の歴史、語り部
29 むか～し、あったけど 萩 野 　 勝 語り部

平成20年度　たかはた町民講座メニュー
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催　
　

し

㈳
米
沢
法
人
会
講
演
会
・

ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦

〈
通
常
総
会
記
念
講
演
会
〉

▼
日
時
／
５
月
14
日
㈬
15
時
30
分
〜

▼
会
場
／
グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
米
沢

▼
内
容
／
「
中
小
企
業
の
時
代
〜
地

　

域
活
性
化
を
図
る
に
は
〜
」
講
師

　

㈱
イ
ン
サ
イ
ダ
ー
代
表
兼
編
集
長

　

高
野
孟
氏　

▼
申
込
締
切
／
４
月
30
日
㈬
ま
で

〈
ク
リ
ー
ン
＆
グ
リ
ー
ン
作
戦
〉

 

参
加
者
に
花
の
苗
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

い
た
し
ま
す
。

▼
日
時
／
５
月
15
日
㈭
13
時
15
分
〜

　

16
時

▼
場
所
／
山
形
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　

米
沢
支
部
（
米
沢
市
中
央
）

▼
内
容
／
刑
事
裁
判
傍
聴
、
裁
判
手

　

続
・
裁
判
員
制
度
説
明
、
庁
舎
内

　

見
学
等

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
山
形
地
方

　

裁
判
所
米
沢
支
部
庶
務
課　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
22
２
１
６
５

憲
法
週
間
裁
判
所
見
学
会

▼
日
時
／
５
月
14
日
㈬
13
時
30
分
〜

債
務
整
理
無
料
相
談
会

相　
　

談

山
形
県
行
政
書
士
会

　

米
沢
支
部
無
料
相
談
会

▼
日
時
／
毎
月
第
一
木
曜
日
13
時
〜

　

15
時
・
第
三
木
曜
日
10
時
〜
15
時

▼
会
場
／
米
沢
市
役
所
相
談
室

▼
内
容
／
交
通
事
故
、
相
続
、
遺
言
、

　

各
種
手
続
全
般
、
外
国
人
他

▼
相
談
日
／
月
曜
日
〜
金
曜
日（
祝

　

日
を
除
く
）
９
時
〜
17
時

▼
弁
護
士
相
談
／
毎
月
第
一
・
第
三

　

水
曜
日
13
時
〜
16
時（
要
予
約
）

▼
場
所
／
山
形
市
香
澄
町
３
丁
目
１

　

の
７
朝
日
生
命
ビ
ル

▼
問
合
せ
先
／
山
形
自
動
車
保
険
請

　

求
相
談
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
２
３（
６
３
３
）
０
５
８
９

交
通
事
故
無
料
相
談

　国際ソロプチミスト高畠
チャリティーバザー

▼日時／５月25日㈰ 10 時～ 13 時

▼場所／町総合交流プラザ

▼問合せ先／杉村☎52 0582

不用になった「鯉のぼり」は
ありませんか

　いただいた「鯉のぼり」は、米沢
の松川でもう一度泳がせます。

▼問合せ先／ NPＯ法人フューチャークラ
　ブ（金子建設内）金子良弘☎56 2195

第４回置賜よさこい祭り

▼日時／５月 25 日㈰ 10 時～ 15 時

▼会場／南陽市中央花公園（南陽市
　民体育館隣）

▼問合せ先／実行委員会事務局佐藤
　☎ 090(7527)4351

県南漁協ニジマス釣り大会

▼日時／４月 27日㈰ 10時～ 12時　
　（受付９時 30分～）

▼会場／グリーン農園「ならざか」

▼参加費／（大人）組合員 1,000円

   組合員外 4.000円（中学生）1,000円

   小学生以下無料

▼問合せ先／県南漁業協同組合
☎21 7884・高畠支部市川☎57 3265

二
井
宿
街
道
の
歴
史
と
自
然
探
訪

第
10
回
二
井
宿
古
道
ハ
イ
ク

　

「
吉
田
松
陰
と
御
城
米
の
道
を
歩
く
」

▼
日
時
／
５
月
10
日
㈯
９
時
15
分
〜

　

15
時（
受
付
８
時
30
分
〜
）

▼
集
合
場
所
／
二
井
宿
地
区
公
民
館

▼
参
加
費
／
大
人
２
、０
０
０
円
、

　

16
時

▼
会
場
／
町
中
央
公
民
館

▼
問
合
せ
先
／
東
置
賜
地
区
労
働
者

　

福
祉
協
議
会　
　

☎
40
３
５
１
１

小
学
生
〜
高
校
生
の
た
め
の

夏
休
み
海
外
派
遣
参
加
者
募
集

▼
日
時
／
５
月
18
日
㈰
６
時
〜
８
時

▼
場
所
／
歴
史
公
園
周
辺（
安
久
津
）

▼
集
合
場
所
／
道
の
駅
た
か
は
た

▼
持
ち
物
／
軍
手
、
草
む
し
り
用
具

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
㈳
米
沢
法

　

人
会　
　
　
　
　

☎
22
５
４
０
１

　

小
中
学
生
１
、０
０
０
円
（
昼
食

　

代
、
保
険
料
含
む
）

▼
服
装
等
／
山
歩
き
で
き
る
服
装
で

　

帽
子
、
雨
具
等
を
持
参
く
だ
さ
い

▼
行
程
／
二
井
宿
峠（
古
道
）
往
復

　

の
８
㎞
と
６
㎞
の
２
コ
ー
ス

▼
申
込
締
切
／
５
月
１
日
㈭

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
二
井
宿
地

　

区
公
民
館　
　
　

☎
52
１
０
０
１

▼
日
程
／
７
月
25
日
㈮
〜
８
月
17
日

　

㈰（
事
業
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

▼
内
容
／
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
文
化
交

　

流
、
学
校
体
験
、
英
語
研
修
等

▼
派
遣
先
／
米
国
、
英
国
、
豪
州
、

　

カ
ナ
ダ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
等

▼
問
合
せ
先
／
㈶
国
際
青
少
年
研
修

　

協
会

　

☎
０
３（
３
３
５
９
）
８
４
２
１

　

http://w
w
w
.kskk.or.jp

　

　貴重なおもちゃの展示や楽しく遊
べるおもちゃがたくさんあるよ !

▼期間／５月１日～ 31日９時～ 17時

▼問合せ先／道の駅たかはた
　　　　　　　　　　　☎52 5433

５月の展示「おもちゃまつり」

▼日時／４月 25 日㈮ 19 時開演

▼場所／川西町フレンドリープラザ

▼問合せ先／プラザ463311
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お
知
ら
せ

平
成
19
年
能
登
半
島
地
震　
　

　
　
　

     

義
援
金
に
つ
い
て

　

３
月
31
日
に
受
付
を
終
了
い
た
し

ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

▼
受
付
総
額
／
６
５
、０
０
０
円

▼
受
付
団
体
・
個
人
／
㈳
高
畠
青
年

　

会
議
所
、
個
人
の
方
２
人

▼
問
合
せ
先
／
町
健
康
福
祉
課
福
祉

　

推
進
室　
　
　
　

☎
52
３
５
６
４

郷
土
資
料
館
の
開
館
に
つ
い
て

　

４
月
よ
り
通
常
開
館
い
た
し
ま
す
。

▼
開
館
時
間
／
９
時
30
分
〜
16
時
30
分

▼
入
館
料
／
大
人
1
０
０
円
、
学
生

　

５
０
円
（
高
校
生
ま
で
無
料
）

▼
休
館
日
／
月
曜
日
、
祝
日
、
年
末

　

年
始
（
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
、

　

文
化
の
日
は
開
館
い
た
し
ま
す
）

▼
問
合
せ
先
／
町
郷
土
資
料
館　

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
52
４
５
２
３

▼
物
件
／
宅
地
、
建
物
等

▼
物
件
明
細
書
閲
覧
期
間
・
場
所
／

　

５
月
12
日
㈪
〜
６
月
17
日
㈫ 　

山　

形
地
方
裁
判
所
民
事
部
書
記
官
室
前　

ホ
ー
ル（
４
階
）

▼
入
札
期
間
・
場
所
／
６
月
10
日
㈫
〜

６
月
17
日
㈫
17
時
ま
で　

山
形
地

方
裁
判
所
執
行
官
室（
１
階
）

▼
開
札
日
時
／
６
月
24
日
㈫
10
時

▼
問
合
せ
先
／
山
形
地
方
裁
判
所
民

事
部
書
記
官
室
執
行
係

お
そ
霜
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

お
そ
霜
の
出
や
す
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
対
策
資
材
や
道
具
を
準
備

し
て
、
農
作
物
を
お
そ
霜
か
ら
守
り

ま
し
ょ
う
。

不
動
産
の
競
売

▼
応
援
対
象
／
山
形
県
内
在
住
の
方

　

々
が
主
体
と
な
り
、
商
工
業
・
農

　

林
水
産
・
観
光
産
業
振
興
な
ど
地

　

域
の
活
性
化
に
資
す
る
自
主
的
な

　

活
動
で
平
成
20
年
度
内
に
実
施
す

　

る
活
動
を
対
象
に
助
成
し
ま
す
。

▼
応
援
内
容
／
活
動
経
費
の
1/2  
以
内

　

で
、
25
万
円
を
上
限
と
し
ま
す
。

▼
申
込
締
切
／
５
月
16
日
㈮
必
着

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
東
北
電
力

　

山
形
支
店
地
域
づ
く
り
応
援
係

　
　

☎
０
２
３（
６
３
４
）８
０
０
７

東
北
電
力
「
地
域
づ
く
り
活

動
応
援
制
度
」
応
援
先
募
集

４
月
１
日
よ
り
葬
祭
費

支
給
額
が
変
わ
り
ま
し
た

　

高
畠
町
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ

れ
て
い
る
方
の
平
成
20
年
４
月
１
日

か
ら
の
葬
祭
費
支
給
額
が
７
万
円
か

ら
５
万
円
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

※
４
月
よ
り
施
行
さ
れ
た
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
葬
祭
費
と
同
額
に
な

り
ま
し
た
。

▼
問
合
せ
先
／
国
保
介
護
課
医
療
給

　

付
室　
　
　
　
　

☎
52
１
３
２
７

　

☎
０
２
３（
６
２
３
）９
５
１
１

　

内
線
４
２
５

　

http://bit.sikkou.jp/

募　
　

集

山
形
県
国
際
交
流
協
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

〈
民
間
国
際
交
流
団
体
活
動
推
進
支

援
助
成
事
業
〉

   
県
内
の
民
間
団
体
が
平
成
20
年
度

内
に
行
う
先
導
的
な
国
際
交
流
・
協

力
事
業
に
対
し
助
成
を
行
い
ま
す
。

▼
助
成
額
／
上
限
１
団
体
あ
た
り
20

　

万
円
（
最
高
８
団
体
）

▼
申
込
締
切
／
６
月
15
日
㈰

〈
賛
助
会
員
募
集
〉

　

県
民
の
国
際
交
流
活
動
の
推
進
を

図
る
た
め
賛
助
会
員
を
募
集
い
た
し

ま
す
。
本
協
会
の
活
動
に
ご
賛
同
い

た
だ
け
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
会
員

に
な
れ
ま
す
。

▼
会
費（
一
口
）
／

　

個
人
会
員　

３
、０
０
０
円

　

団
体
・
法
人　

１
０
、０
０
０
円

▼
申
込
み
・
問
合
せ
先
／
㈶
山
形
県

　

国
際
交
流
協
会

　
　

☎
０
２
３（
６
４
７
）２
５
６
０

出
張
理
容
・
美
容
を
行
う

理
容
師
・
美
容
師
の
方
へ

　

平
成
20
年
７
月
１
日
以
降
、
県
内
で

出
張
し
て
理
容
・
美
容
を
行
う
理
容
師
・

美
容
師
の
方
は
事
前
に
保
健
所
へ
の
届

出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
届
出
受
付
日
時
／
６
月
16
日
㈪
・
17

　

日
㈫
13
時
〜
16
時

▼
場
所
／
置
賜
保
健
所
講
堂

▼
問
合
せ
先
／
置
賜
保
健
所
生
活
衛
生

　

課
営
業
衛
生
担
当
☎
22
３
８
７
３

第
５
回「
日
本
の
次
世
代
リ
ー

ダ
ー
養
成
塾
」
参
加
者
募
集

▼
開
催
期
間
／
７
月
28
日
㈪
〜
８
月
10

　

日
㈰

▼
開
催
場
所
／
福
岡
県
宗
像
市
他

▼
募
集
人
員
／
県
内
高
校
在
学
生
10
人

▼
申
込
締
切
／
５
月
８
日
㈭

▼
問
合
せ
先
／
山
形
県
市
町
村
支
援

　

課
地
域
政
策
室　

　

☎
０
２
３（
６
３
０
）３
０
８
３

　

http://w
w
w
.leaderjuku.join-

   us.jp/
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この広報紙は再生紙を使用し、大豆油インキで印刷しています。

発
行
／
山
形
県
高
畠
町　
　

編
集
／
高
畠
町
企
画
課　
　

発
行
部
数
／
7
、
7
0
0
部　
　

印
刷
／
㈲
寄
清
堂
印
刷
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